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あ い さ つ

一般社団法人

△
フヽ

全国高等専門学校連合会

長 古 屋 一 仁
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このたび、東北地区を担当として開催される第 48回全国高等専門学校体育大会に、

全国 57校 62キャンパスの高等専門学校を代表する学生諸君が集い、盛大なる若人の

祭典が繰 り広げられますことは、誠に慶びに堪えません。

本大会は仙台高等専門学校を担当校とし、人戸工業高等専門学校、秋田工業高等専門

学校、一関工業高等専門学校、鶴岡工業高等専門学校、福島工業高等専門学校、の 6校

を開催校として、14種 日の競技が実施されます。全国 8地区の大会で優秀な成績を収

め、本大会出場の栄誉を勝ち取られた皆さんが、これまでの厳 しい練習で培ってこられ

た力を遺憾なく発揮され、正々堂々と健闘されるとともに、それぞれの競技を通 じて友

情の輪が育まれることを期待 してお ります。

本大会の目的は、高等専門学校教育の一環として、学生に広くスポーツ実践の機会を

与え、技術の向上とアマチュアスポーツ精神の高揚を図り、心身ともに健康な学生を育

成するとともに、高等専門学校学生相互の親睦を図ることにあります。併せて、厳 しい

練習過程や大会での実戦を通 して、学生の人間性の陶冶と人格形成を図り、将来の技術

者 としての資質と能力を磨くことに資するものであります。

参加 される皆さん一人ひとりが本大会の目的を念頭に置かれ、高等専門学校の学生と

して節度ある行動のもとに、初期の日標を達成されますことを祈念いたします。

最後に、各関係競技団体並びに、ご支援を賜 りました文部科学省、公益財団法人 日本

体育協会、宮城県、青森県、秋田県、岩手県、山形県、福島県、仙台市、青森市、十和

田市、秋田市、一関市、鶴岡市、いわき市をはじめ、本大会の運営にご協力くださいま

した多くの皆様に心よりお礼を申し上げ、挨拶といたします。



祝 辞

文部科学大臣
~下

 本寸 1専  文

第 48回 全 国高等 専 門学 校 体 育 大会 が 、全 国 か ら多数 の参加 者 を得

て、盛 大 に開催 され ます こ とを心 よ りお祝 い 申 し上 げ ます。

本 大 会 は、全 国 の高等 専 門学校 生 の 目指 す 最 高峰 の大会 で あ り、学

生 の心身 の健 康保 持や スポー ツ振 興 、全 国の高等 専 門学校 相互 の親 睦

を図 る こ とに大 き く貢 献 して きた伝 統 あ る大会 と伺 って い ます。

スポーツは、皆 さんのよ うな青少年の体力を向上 させ、実践的な思

考力や判断力 を育むな ど人格の形成に積極的な影響 を及ば し、次代 を

担 う人材 を育成す るとともに、人 と人 との交流及び地域 と地域 との交

流を促進 し、人間関係 の円滑化に大きく貢献す るものです。

東 日本大震災の被災地復興において も、スポーツの果たす役割 は大

きく、選手の皆 さんの全カプ レーのひ とつひ とつが、多 くの方々に希

望を届 けるとともに、地域の一体感や活力を醸成 し、復興の後押 しと

なることで しょう。

日頃 か ら支援 して くだ さった方 々へ の感 謝 の気 持 ちを忘れず 、 さわ

や か な熱 戦 を繰 り広 げて下 さい。 そ して 、全 国各 地 か ら集 ま った仲 間

た ち との交流 を大 い に深 め、本 大会 が生涯 の思 い 出 に残 る素晴 ら しい

大会 とな る こ とを願 って い ます。

結 び に、伝 統 あ る本 大会 の 開催 、運 営 に御 尽 力 い た だ きま した 関係

の皆様 方 に敬 意 と感 謝 の意 を表 します と ともに、本 大会 の成 功 を祈 念

し、お祝 い の言葉 とい た します 。
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あ い さ つ

第 48回 全 国高等専 門学校体育大会

実行委員長 内 田龍 男

(仙 台高等専門学校長 )

このたび、全国57校 62キ ャンパスの高等専門学校の代表である約 2,700名 の選手諸君

を東北地区に迎え、第 48回全国高等専門学校体育大会を開催できますことは、まことに

喜びに堪えません。競技開催校を代表して心から歓迎申し上げます。

ご承知のように、一昨年3月 11日 、ここ東北の地は東日本大震災により甚大な被害を

受けました。仙台高専も例外ではなく施設、敷地において大きな被害を受けましたが、幸

い高専機構をはじめ、全国の高専から多くの支援がよせられ、一年余りで復旧することが

できました。これらのご支援に対し、この場を借りて厚く御礼申し上げます。

一方、東北各地の被災状況は様々であり、いまだ復旧復興途上にある多くの地域があり

ます。本大会では、その復興再生の願いも込めて闘って頂ければ幸いです。

さて、高等専門学校は1962年 から全国に順次設立されていきましたが、本体育大会は

その 4年後の 1966年 に早くもスタートしています。高等専門学校は高度な専門と実践力

を有すると共に、社会のリーダーとして心身共に健全な人間力のある人材の育成に務めて

おり、クラブ活動はこの人間力の涵養に重要な役割を果たすと考えています。このよう

な背景のもと、本体育大会は全国高等専門学校の学生の心身の錬磨と人格の陶冶を目的に

営々と実施され、幾多の優れた卒業生を世に送り出してきた歴史と伝統ある大会へと発展

してきております。

本年の大会は、「覚醒めよ、チカラ」をスローガンに、14種の競技が、仙台高等専門学校 (ソ

フトテニス、柔道、サッカー、バ ドミントン)、 八戸工業高等専門学校 (バスケットボール、

ハンドボール)、 一関工業高等専門学校 (バ レーボール、卓球)、 秋田工業高等専門学校 (硬

式野球、水泳)、 鶴岡工業高等専門学校 (剣道)、 福島工業高等専門学校 (陸上、テニス)

の東北地区6高専、さらには神戸市立工業高等専門学校 (ラ グビーフットボール)を加え、

計 7高専で開催されます。

本大会に出場する学生諸君は、地区大会を勝ち抜き、地区の代表選手として参加して来

ています。日ごろの鍛錬の結果を遺憾なく発揮し、正々堂々と全力を尽 くして悔いのない

闘いを展開して頂きたいと願っています。また、この大会を通して、仲間や競合相手とも

親睦と交流を深めて頂ければ幸いです。

最後に、本大会を開催するにあたり、多大なご支援とご助力を賜 りました関係諸機関 。

団体ならびに関係各位に心から感謝申し上げ、歓迎の挨拶といたします。
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鶴 岡 市 長

利 府 町 長

青森市教育委員会教育長

一関市教育委員会教育長

名取市教育委員会教育長

いわき市教育委員会教育長

利府町教育委員会教育長

公益財団法人 青森県体育協会会長

公益財団法人 官城県体育協会会長

公益財団法人 山形県体育協会理事長

青森県バスケッ トボール協会会長

秋田県野球協会

岩手県バ レーボール協会会長
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宮城県ソフ トテニス連盟会長

福島陸上競技協会会長

兵庫県ラグビーフットボール協会会長

財団法人 秋田市体育協会会長

青森市バスケットボール協会会長

一関市バ レーボール協会会長

田川地区剣道連盟会長

い わ き 市 長   渡

松 島 町 長     大

十和田市教育委員会教育長   小
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規

雄

彦

則

夫

浩

一

武

俊

一

明

孟

文

一

一

夫

彦

男

弘

一

彦

政

勝

良

隆

春

　

陽

　

博

浩

栄

　

義

周

壽

俊

正

房

　

諭

忠

本

木

長

堂

山

田

名

名

藤

田

山

条

原

原

田

平

井

口

邊

部

藤

笠

榎

鈴

月

藤

丸

吉

本

蝦

佐

武

青

後

小

菅

堀

片

駒

川

渡

阿

加

辺

橋

田

田

波

村

池

増

木

形

辺

野

保

藤

藤

佐

山

　

　

　

　

　

　

　

　

　

久

夫

男

久

孝

昭

敬

健

　

昌

信

新之助

満

也

一
敏

彦

豊

雄

二

徳

夫

拓

洋

守

哲

　

芳

幸

成

喜

彦

仁

雄

』県
　
　
文

泉

舘

島

稲

古

寺

旭川工業高等専門学校長

米子工業高等専門学校長

長岡工業高等専門学校長

舞鶴工業高等専門学校長

阿南工業高等専門学校長

木更津工業高等専門学校長

春

彦

彦

郎

勉

』県

孝

俊

稔

俊

　

典

田

山

田

次

川

尾

谷

黒

秋

藤

則

長

西

明

美

忠

雄

靖

夫

英

正

和

泰

　

敏

参

　

橋

藤

邊

田

田

藤

高

齊

渡

太

吉

工

ト
」
子

長野工業高等専門学校長

苫小牧工業高等専門学校長

鳥羽商船高等専門学校長

津山工業高等専門学校長

熊本高等専門学校長

群馬工業高等専門学校長

5



人戸工業高等専門学校長
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福島工業高等専門学校長
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秋田工業高等専門学校学生課長

福島工業高等専門学校学生課長

仙台高等専門学校学生課長

晋6

実 行 委 員 会

実行委員長

仙台高等専門学校長 内 田 龍 男

副委員長

競 技 部

一関工業高等専門学校長

鶴岡工業高等専門学校長

神戸市立工業高等専門学校長

仙台高等専門学校学生主事 (名 取)

にコ

貝

一関工業高等専門学校学生主事 畠 山 喜 彦

鶴岡工業高等専門学校学生主事 佐 藤   浩

神戸市立工業高等専門学校学生主事 大 淵 真 一

一関工業高等専門学校体育主任

鶴岡工業高等専門学校体育主任

神戸市立工業高等専門学校体育主任

仙台高等専門学校体育主任 (名 取)

一関工業高等専門学校事務部長

鶴岡工業高等専門学校事務部長

神戸市立工業高等専門学校事務室長

一関工業高等専門学校学生課長

鶴岡工業高等専門学校学生課長

仙台高等専門学校学務課長

志

靖

平

志

尚
　
　
文
　
一

田

藤

藤

藤

柴

加

伊

佐

男

慶

一　
雄

益

宗

宏

康

田

田

良

海

岡

山

奈

内

雄

至

彦

男

一
也

樹

介

之

行

市

之

豊

一

一
也

委

哲

　

泰

公

謙

弘

昌

裕

雅

知

恭

信

　

修

喜

弘

海

東

澤

藤

名

根

本

村

　

内

田

崎

上

本

橋

井

鳴

安

官

佐

蝦

白

根

兼

佃

大

飯

川

三

藤

高

土

郎

二

浩

雄

郎

信

彦

俊

浩

雅

哲

克

博

秀

野

間

田

間

原

川

菅

本

寺

平

竹

根

林

博

弘

一

義

仁

藤

田

本

加

黒

松

雄

一
也

樹

祐

満

治

子

哲

謙

弘

昌

大

　

光

素

間

名

根

本

　

堂

角

内

階

平

蝦

白

根

森

二

野

竹

長

長立
ロ

一邑

仙台高等専門学校 (名 取)

人戸工業高等専門学校

秋田工業高等専門学校

福島工業高等専門学校

人戸工業高等専門学校

一関工業高等専門学校

仙台高等専門学校 (名 取)

仙台高等専門学校 (広瀬)

副部長

〃

〃

〃

介

郎

二

浩

寛

司

仁

治

裕

俊

浩

雅

　

淳

　

良

村

野

間

田

海

野

林

田

兼

菅

本

寺

鳴

高

小

桜

委員

仙台高等専門学校 (広瀬)

一関工業高等専門学校

鶴岡工業高等専門学校

神戸市立工業高等専門学校

人戸工業高等専門学校

一関工業高等専門学校

仙台高等専門学校 (名 取)

秋田工業高等専門学校

〃

〃

委 員

〃

〃

〃
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秋 田工業高等専門学校

福島工業高等専門学校

神戸市立工業高等専門学校

己

樹

敏

諄狂一　
日日

馬

本

田森

寸

艮

ト

■
メ
・

■
■

　

／
．

二

郎

誠

卓

ＲＰ　
おＬ

立
ロ
　
エー月．

渡

菊

二
江
之

信
華
信

委員治
夫

己

光
俊
智

角
本

田

野
野
藤

鶴岡工業高等専門学校

福島工業高等専門学校

種 目別競技委員
バ ドミン トン

委員長 仙台高等専門学校 (名 取)

委 員 イ山台高等専門学校 (名 取)

′ア イ山台高等専門学校 (名 取)

久留米工業高等専門学校 龍 頭
仙台高等専門学校 (名 取)伊 師
仙台高等専門学校 (名 取)生 田
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第 48回 (平成 25年度)全国高等専門学校体育大会実施要項

1.開催趣旨

全国高等専門学校体育大会は,高等専門学校教育の一環 として,学生に広くスポーツ実践の機会

を与え,技術の向上とスポーツ精神の高揚を図り,心身ともに健康な学生を育成するとともに高専

相互の親睦を図ることを目的として開催する。

2.主  催

一般社団法人

公益財団法人

公益財団法人

公益財団法人

公益財団法人

財団法人

財団法人

公益財団法人

公益財団法人

全国高等専門学校連合会

日本陸上競技連盟

日本バスケ ッ トボール協会

日本バ レーボール協会

日本サ ッカー協会

日本 ラグビーフッ トボール協会

日本ハン ドボール協会

日本テニス協会

日本バ ドミン トン協会

3.主  管

全国高等専門学校体育大会陸上競技専門部,全国高等専門学校体育大会バスケットボール競技専

門部,全国高等専門学校体育大会バ レーボール競技専門部,全国高等専門学校体育大会ソフ トテ
ニス競技専門部,全国高等専門学校体育大会卓球競技専門部,全国高等専門学校体育大会柔道競

技専門部,全国高等専門学校体育大会剣道競技専門部,全国高等専門学校体育大会野球競技専門

部,全国高等専門学校体育大会サッカー競技専門部,全国高等専門学校体育大会ラグビーフット

ボール競技専門部,全国高等専門学校体育大会ハン ドボール競技専門部,全国高等専門学校体育

大会テニス競技専門部,全国高等専門学校体育大会バ ドミン トン競技専門部,全国高等専門学校

体育大会水泳競技専門部,全国高等専門学校サッカー連盟,関西ラグビーフットボール協会

福島陸上競技協会,青森県バスケットボール協会,岩手県バレーボール協会 ,

宮城県ソフ トテニス連盟,社団法人宮城県サッカー協会 ,

兵庫県ラグビーフットボール協会,青森県ハン ドボール協会,福島県テニス協会 ,

宮城県バ ドミン トン協会,秋 田県水泳連盟

4.後  援

文部科学省

公益財団法人 日本体育協会,公益財団法人 日本ソフ トテニス連盟,公益財団法人 日本卓球協会 ,

公益財団法人全 日本柔道連盟,一般財団法人全 日本剣道連盟,公益財団法人 日本水泳連盟 ,

青森県,秋 田県,岩手県,官城県,山形県,福島県 ,

青森県教育委員会,秋 田県教育委員会,岩手県教育委員会,宮城県教育委員会,山形県教育委員

会,福島県教育委員会,兵庫県教育委員会

十和田市,秋 田市,一関市,仙台市,名 取市,鶴岡市,いわき市,利府町,松島町

十和田市教育委員会,秋 田市教育委員会,一関市教育委員会,仙台市教育委員会 ,

鶴岡市教育委員会,いわき市教育委員会,利府町教育委員会,松島町教育委員会

公益財団法人青森県体育協会,公益財団法人秋田県体育協会,財団法人岩手県体育協会,公益財

団法人官城県体育協会,公益財団法人山形県体育協会,財団法人福島県体育協会 ,

十和田市体育協会,財団法人秋田市体育協会,社団法人一関市体育協会,仙台市体育協会 ,

特定非営利法人鶴岡市体育協会, 財団法人いわき市体育協会 ,

一関市バレーボール協会,宮城県柔道連盟,仙台市ソフ トテニス協会,仙台市バ ドミン トン協会 ,
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山形県剣道連盟,田川地区剣道連盟,秋 田県野球協会 ,

朝 日新聞社,毎 日新聞社,読売新聞社,産業経済新聞社 , 日本経済新聞社, 日刊工業新聞社

共同通信社 ,

5.担当地区  東北地区

6.担 当 校  仙台高等専門学校 (名 取キャンパス)

開 催 校

仙台高等専門学校 (名 取キャンパス),人戸工業高等専門学校,秋 田工業高等専門学校,一関工

業高等専門学校,仙 台高等専門学校 (広瀬キャンパス),鶴岡工業高等専門学校,福島工業高等

専門学校,神戸市立工業高等専門学校

8.大会期日

平成 25年 8月 16日 (金 )～ 9月 1日 (日 )

平成 26年 1月 4日 (土 )。 5日 (日 )。 7日 (火 )。 9日 (木 )

(冬季は,ラ グビーフットボール競技のみ)

9.競技種目・競技日程・競技開催校 口競技会場  一覧表のとお り

10.事務局

第48回全国高等専門学校体育大会事務局を,仙台高等専門学校 (名 取キャンパス)内 に置く。

各種 目ごとの事務局は該当競技開催校に置く。

11.競技方法  各種 目別競技実施要項による。

12.参加資格及び参加人数

全国高等専門学校体育大会実施規則 (制定 平成 24年 6月 15日 )及び各種 目別競技実施要項

による。

13.表  彰

全国高等専門学校体育大会実施規則 (制定 平成 24年 6月 15日 )及び各種 目別競技実施要項

による。

14.参加申込方法  各種 目別競技実施要項又は各種 目ごとに定めた方法による。

15.競技の組合せ  各種 目別競技実施要項又は各種 目ごとに定めた方法による。
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16.選手の変更   各種 目別競技実施要項又は各種 目ごとに定めた方法による。

17.開会式及び閉会式

(1)総合開会式は実施 しない。

(2)種 目別開会式及び閉会式については,各種 目別競技実施要項又は各種 目ごとに定めた方法によ

る。

18.打合せのための時間

各種 目別競技実施要項又は各種 目ごとに定めた方法による。

19.分担金及び参加料

(1)分担金

分担金は, 1校 当たり350,000円 とし,別途,一般社団法人全国高等専門学校連合会事務局か

ら請求書が送付 されるので、それによリー般社団法人全国高等専門学校連合会事務局に納付す

る。

(2)参加料

ア.団体戦は,各種 目別競技実施要項記載の金額 とする。 1チーム当た りの金額は,「 1,800

円×最大登録選手数」により積算する。 (た だ し,ラ グビーフッ トボールは, 1チ ーム当

た り32,500円 とする。

イ.個人戦は,選手 1人 当た り 1,800円 とする。

ウ.団体戦に参加 した選手が個人戦に参加する場合は、重複 して参加料を徴収 しない。
工.納付は,各種 目別競技実施要項又は各種 日ごとに定めた方法による。なお、既納の参加

料は返還 しない。

20.宿  舎  宿舎の斡旋を希望する学校には,競技開催校で斡旋する。

21.個人情報の取扱い

(1)競技結果について,個人名などをホームページ,報道等に公表 して欲 しくない者は,学校を

通 して競技開催校事務局に申し出てください。事前に申し出のない場合は,公表 します。

(2)「独立行政法人等の保有する個人情報保護に関する法律」に基づき,大会参加申込書等によ

り取得 した個人情報は,大会運営,結果公表等の目的以外には使用 しません。

22.そ の 他

(1)選 手の競技中の事故については,主催者側で応急処置を施すが,その後の処置は当該校で行 う

こと。

(2)選 手は,必ず健康保険証又はそれに代わるものを持参すること。

(3)独 立行政法人 日本スポーツ振興センター所定の用紙を各学校で持参すること。
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第 48回 (平成 25年度)全国高専体育大会
競技種 目・競技 日程・開催校・競技会場一覧

担当校 :仙 台高等専門学校名取キャンパス

競 技 種 目 競  技  日 程 競 技 会 場

陸   上
平成 25年

8月 18日 (日 )～ 19日 (月 )

いわき陸上競技場

バスケットボール

男子
平成 25年

8月 31日 (土)～ 9月 1日 (日 )

新青森県総合運動公園マエダ
ア リーナ

女子
平成 25年

8月 31日 (土)～ 9月 1日 (日 )

新青森県総合運動公園マエダ
ア リーナ

バ レーボール

男子
平成 25年

8月 24日 (土)～ 25日 (日 )

一関市総合体育館

女子
平成 25年

8月 24日 (土)～ 25日 (日 )

一関市総合体育館

ソフ トテニス
平成 25年

8月 21日 (水)～ 22日 (木 )

(晴天時 )

仙台市泉総合運動場泉庭球場
(雨天時 )

シェルコムせんだい

卓   球
平成 25年

8月 16日 (金)～ 17日 (土 )

一関市総合体育館

柔   道
平成 25年

8月 24日 (土 )

宮城県武道館

剣   道
平成 25年

8月 18日 (日 )

鶴岡市小真木原総合体育館

硬式野球
平成 25年

8月 20日 (火 )～ 21日 (水 )

秋田県立野球場
(こ まちスタジアム)

人橋硬式野球場

]tv)t* 平成 25年
8月 17日 (土)～ 20日 (火 )

官城スタジアム

宮城県サッカー場
松島フットボールセンター

ラグビーフットボール 平成 26年
1月 4日 (土)～ 9日 (木 )

神戸総合運動公園ユニバー記念競技場

(予定)

2.7 r*,$*,rt, 平成 25年
8月 17日 (土)～ 18日 (日 )

十和田市総合体育センター

テニス 平成 25年
8月 28日 (水)～ 30日 (金 )

(晴天時)

いわき市平テニスコー ト
いわき市南部テニスコー ト

(雨天時)

いわき市立総合体育館
福島高専第一 。第二体育館

バ トミン トン 平成 25年
8月 24日 (土)～ 25日 (日 )

仙台市体育館

水   泳
平成 25年

9月 1日 (日 )

秋田県立総合プール
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第 48回 全 国 高 等 専 門 学 校 体 育 大 会

第37回全日本高等専門学校バドミントン選手権大会



あ い さ つ

公益財団法人 日本バ ドミン トン協会

会 長 綿 貫 民 輔

このたび第 37回全日本高等専門学校バ ドミントン選手権大会が、青葉繁る社の都・

仙台の地において開催されますことは、誠に喜ばしい限りであります。

ご存 じのように、東北地方は 2011年の東 日本大震災により甚大な被害を受けました。現

在、早期の復 旧・復興を目指 していることを見問 してお りますが、仙台市はその中にあ

って最前線に位置する街であり、その地における開催は大変意義深いものがあります。

全国各地の予選を勝ち抜き、地区の代表 として参加する選手の諸君が、本大会におきま

して 日頃の練習の成果を十分に発揮 し、全力を尽 くされますことを心より期待 してお り

ます。

本大会は、競技技術の向上をはかる場であることはもちろん、健全なスポーツ精神を

養 う場、そ してお互いの親睦を深める場でもあ ります。勝敗にこだわることなく、様々

な場面を通じて高等専門学校相互の親睦や交流が一層深められ、此処で得られました友

情や交流などが今後の選手諸君の人生の中で生かされることを願ってやみません。

終わ りに、本大会の開催にあた りまして御尽力いただきました関係者の皆様に深 く感

謝の意を表 します とともに、本大会の御成功 と今後ますますのご発展を心よりお祈 り申

し上げまして、あいさつといたします。
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ミン トン協会

菅原  周一

全 国各地 の厳 しい予選会 を勝 ち抜 いた選 手団 をお迎 え し、第 48回 全 国

高等 専 門学校 体育大会バ ドミン トン競技 を、8月 24日 (土 )・ 25日 (日 )の

両 日、宮城 県仙 台市 にお いて開催 で きます こ とは、誠 に慶 ろ こば しく

心か ら歓 迎 いた します。

大会 関係者 は、来県 な され ます皆 さん を心温 か くお迎 え し、プ レー に

専念 で きるよ う大会運 営 に万全 を期 し準備 を進 めて きた ところで あ り

ます。 出場す る選手 、監督 、 コー チの皆 さん、 日標 は高 きに置 いて こ

そ 目標 で あ ります。全 国 トップの座 を 目指 し最後 まで 自熱 したプ レー

を期待 いた します。

試 合終 われ ば ノーサイ ド、フェアプ レー とスポー ツマ ンシ ップで戦 い

抜 いた48回 大会 、勝 って も負 けて も友 の心 を知 る皆 さんです。 お互 い

に交流 し理解 を深 め友情 を育み 、生涯 の友 を得 ていただ きたい。 そ し

て、青春 の思 い 出の 1ペ ー ジに加 えて下 さい。人生 のか けが えのない宝

です。

宮城 県 内には、伊 達藩縁 の青葉城址 、歴 史 の香 を湛 え る国府 多賀城 、

樅木 は残 ったで知 られ る船 岡城 址 、自砂青松 の松 島、山紫水 明の蔵 王、

大河原 町 白石川 沿いの一 日千本桜 な ど、四季折 々 に透 明な美 を表 出 し、

訪れ る もの に限 りない感 動 と癒 しを与 える旧所名跡 があ ります。 お時

間が許す な らば、是非足 を延 ば してい ただ きたい と思い ます。

終 わ りにな ります が、改 めて選 手 団皆 さんの健 闘 を ご期待 申 し上 げ、

関係 各位 よ り賜 りま した ご支援 ご協力 に深謝 し、本 大会 が成功裡 に終

了す るよ うご祈念 申 し上 げ、歓 迎 の こ とばにか え させ ていただ きます。

ド

長

、、ハ
　
〈
ム

県城宮
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大 会 日 程

[会  議 ]  8月 23日 (金 )  16:00～   代表者会議

[競  技 ] 仙 台市体育館

8月 24日 (土 )

8月 25日 (日 ) 8:00
9:00

競技終了後

開場

開会式

競技開始

開場

競技 開始

閉会式

０

０

０

０

０

４

８

９

９ 団体戦  イ国人戦 (複 )

個人戦 (単 )

式 典 次 第

開会式

1. 開式のことば

2. 開会宣言

3. 文部科学大臣杯返還及び受賞章授与

4. (公 財 )日 本バ ドミン トン協会楯返還及び受賞章授与

5. 主催者 あい さつ

6. 歓迎のことば

7. 開催校 あい さつ

8. 競技上の注意

9. 選手宣誓
10.閉 式のことば

開式のことば

成績発表

表彰

大会講評

開催校 あい さつ

閉会宣言

閉式のことば

式△
ム
　
　
・　
　
・　
　
・　
　
・　
　
・　
　
・　
　
・

閉

１

２

３

４

５

６

７
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綿 貫 民 輔

赤 坂   裕

内 田 龍 男

大 会 役 員

大会名誉会長   (公 財 )日 本バ ドミン トン協会会長

大 会 会 長   (社 )全 国高等専門学校体育協会会長

大 会 副 会 長 人

雄

満

一

勝

義

茂

周

井

根

井

原

籾

関

今

菅

(公財 )日 本バ ドミン トン協会副会長

(公財 )日 本バ ドミン トン協会副会長

(公財 )日 本バ ドミン トン協会副会長・専務理事

官城県バ ドミン トン協会会長

大 会 委 員 長  仙台高等専門学校長

大会副委員長 (公財)日 本バ ドミン トン協会理事

(社 )全 国高等専門学校体育協会

官城県バ ドミン トン協会理事長

仙台市バ ドミン トン協会会長

仙台高等専門学校学生主事

仙台高等専門学校教務主事

仙台高等専門学校事務部長

正

雄

志

一
誠

司

朗

男

男

三

芳

二
清

修

　

祐

芳

稔

忠

利

田
中

宅

藤

井

野

林

原

毛

吹

漬

三

佐

遠

星

一

一
二
宏

一
生

怜

寛

房

征

正

昭
淳

清

節

　

　

隆

紀

田

田
木

宮

田
郷

根

村

垣

森

権

青

小

戸

本

山

木

板

原

嗣

市

郎

郎

雄

利

徳

男

郎

治

勝

角

林

桓

幸

武

光

秀

一
寛

谷

本

田
多

山

本

見

井

島

藤

関

橋

平

内

村

岡

里

油

川

加

朗

治

喜

忠上

水

田
野
岡

村

林

村

本

森

村

清
福

牧

福

野
竹

岡
藤

大 会 顧 問

大 会 参 与

規矩雄
武

武

一
明

彦

男

滋

幸

嘉

克

英

雄

照

幹壁

戸

真

神

航

裕

原

井

藤

三

子

彦

勉

紀

孝

山

地

中

中

築

漬

之

忠

一

勝

安

純

木

村

戸

鈴

野

木

理

二
雄

治

志

彦

之

信

幹

勇

一
典

信

野

頭

壁

木

藤

木

崎

々

小
龍

真

鈴

佐

佐

川
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山ｕ
士
心

弘

孝

井

坂

土

早

保 坂   悟

小 原 正

三本杉 国 親

平 塚 宣 宏

伊 藤 澄 夫

競 技 役 員

競 技 役 員 長   (公 財 )日 本バ ドミン トン協会

総 務 部 長  官城県バ ドミン トン協会総務委員長

総 務 副 部 長 仙台高等専門学校学生課長

宮城県バ ドミン トン協会

総 務 委 員

競技審判部長  (公財 )日 本バ ドミン トン協会

競技審判副部長  宮城県バ ドミン トン協会

主 審 主 イ壬  宮城県バ ドミン トン協会

審 判 委 員

医  務  係

線審 。点示主任  宮城県高体連バ ドミントン部

競 技 補 助 員 仙台商業高等学校バ ドミン トン部員
仙台高等学校バ ドミン トン部員
塩釜高等学校バ ドミン トン部員
聖和学園高等学校バ ドミン トン部員

雄

明

美

則

江

三

靖

尚

弘

華

木

岡

野

　

師

鈴

山

鹿

森

伊

彦

己

光

樹

一

雅

真

　

広

英

梨

部

野

藤

藤

小

阿
菅

伊

齋

子

己
均

彦

司

雅

智

　

岳

裕

本

田
藤

澤

橋

代手
藤

佐

永

高

治

賞

子

香

梓

夫

光

芳

彰

彩

　

俊

角

堂

浦

藤

坂

本

階

野

二

三

佐

早

野

恵

弥

子

学

夫

史

美

司

恵

淑

安

紀

　

俊

幸

正

浩

幸

東

岐

崎

橋

　

原

澤

川

永

伊

壱

山

高

森

菅

中

及

末

亮

彦

爾

敏

一
博

和

顕

健

慎

松

川

野

田
原

垣
藤

場

野
勢

石
永

松

菅

板

佐

大

只
伊

澄

子

織

二
大

良

一
人

行

恵

真

多

美

浩

一
　

賢

正

正

原

野

木

橋

辺

井

妻

東

藤

小

杉

鈴

大

渡

白

我

伊

加

明

秋

子

利

一
夫

気

翔

之

　

美

香

千

鏡

由

泰

治

元
　

敏

　

恵

口
　

良

木

野

村

賀

崎

藤

　

館

江

翁

奈

朽

浅

湯

芳

山

後

　

西

裕 子

なお子

美香子

若 生 正 弘

- 19 -



第 4
第 37

8 全 国 高 等 専 門 学 校 体 育 大 会

回全 日本高等専門学校バ ドミン トン選手権大会競技実施要項

催  公益財団法人 日本バ ドミン トン協会、一般社団法人全国高等専門学校連合会

管 全 国高等専門学校体育大会バ ドミン トン競技専門部

官城県バ ドミン トン協会

仙台高等専門学校名取キャンパス

文部科学省、公益財団法人 日本体育協会、宮城県、宮城県教育委員会、

公益財団法人宮城県体育協会、仙台市、仙台市教育委員会、仙台市体育協会、

仙台市バ ドミン トン協会

日  平成 25年 8月 24日 (土 )。 25日 (日 )

場 仙 台市体 育館

〒982-0032 宮城 県仙 台市太 白区富沢一丁 目4番 1号

TEL 022-244-1111

目

1   :主

2 主

援後
∩
０

4 期

5 会

り^ 種 団体戦

個人戦  男子 シ ングル ス、男子 ダブル ス、女子 シングル ス、女子 ダブル ス

- 20 -

7競 技 規 則

8競 技 方 法

9 使 用 用 器 具

10 団体戦のチー

ム 構 成 人 員

11参 加 資 格

2012-2013年 度 (公 財 )日 本バ ドミン トン協会競技規則 。同大会運営規程・

同公認審判員規程による。

(1)各種 日とも トーナメン ト戦方式によ り優勝 を決定す る。

なお、 3位決定戦は行わない。

(2)団体戦は 1複 2単 とし、複か ら試合 を行 う。

ただ し、同一選手が同一対抗内に於いて重複す ることはできない。

(3)団体戦は、各チームの初戦に限 り、 1複 2単 の 3試合を行い、以降

は勝敗決定後を打ち切 りとす る。

平成 25年度 (公 財)日 本バ ドミン トン協会検定・審査合格用器具及び

第一種検定合格水鳥球を使用する。

監督 1名 、コーチ 1名 、マネージャー 1名 、選手 8名 以内

ただ し、欠員 を生 じ3名 以下になった場合は失格 とす る。

(1)申 込み期 日迄に平成 25年度 (公 財 )日 本バ ドミン トン協会に登録

している者で、学校長及び都道府県協会長が出場を認 めた者 とす る。

(2)団体戦、個人戦 とも各地区か ら選抜 されたチーム又は選手 とし、 こ

れに開催校の出場を加 える。

地区割 り、選抜数及び開催校出場枠は下記の とお りとす る。

2名

男子個人戦 女子個 人戦
地  区 名 団 体  戦

単 複 単 複

北海 道 1チ ーム 1名 1組 1名 1糸11

東  1ヒ 1チ ーム 2名 2糸且 2名 2組

東 。信越 2チ ーム 2組 2名 2組



12組 み 合 わ せ

東海 。北陸 2チ ーム 2名 2糸且 2名 2組

近  畿 1チー ム 2名 2糸且 2名 2糸且

中  国 1チー ム 2名 2糸且 2名 2組

四  国 1チー ム 2名 2糸且 2名 2組
九州沖縄 2チ ー ム 2名 2糸且 2名 2組

開 催 校 1チーム 1名 1糸Il 1名 1糸11

上
―

〓́
ロ 12チーム 16名 16組 16名 16組

組み合わせ抽選は、本大会実施要項及び平成 25年度 (公財 )日 本バ ドミ

ン トン協会大会運営規程 に拠 り、競技役員長 (レ フェ リー)の 指示の下、競

技審判部長 (デ ピュテ ィー レフェ リー)及 び本大会実行委員会、宮城県バ

ドミン トン協会役員の責任 に於いて行 う。

団体 1チ ーム当た り14,400円 、選手 (団 体戦出場者 を除 く)1人 当た り

1,800円 とし、参加 申込み と同時に次の振込 口座へ納入す ること。

なお、既納の参加料は返還 しない。

振込 口座 金融機 関名 :仙 台銀行名取支店

預 金 種 別 :普通預金

口 座 番 号 :0000642
口 座 名 :独 立行政法人国立高等専門学校機構

仙台高等専門学校

学生課長 土井弘也

(フ リカ
゛
ナ) 卜

゛
クリツキ

゛
ョウセイホウシ

゛
ンコクリツコウトウセンモンカ

゛
ッコウキヨウ

センタ
゛
イコウトウセンモンカ

゛
ッコウ

カ
゛
クセイカチョウ  ト

゛
イ ヒロヤ

(1)書 類 申込期 限  平成 25年 7月 26日 (金 )必着

(2)申 込 先

〒981-1239

宮城 県名 取市愛 島塩 手字 野 田山 48
仙 台高等 専門学校名 取 キ ャンパ ス 学生課

第 48回 全 国高等 専 門学校体 育大会

第 37回 全 日本 高等 専 門学校 バ ドミン トン選 手権 大会事務 局

TEL 022-381-0266   FAX 022-381-0267

(3)申 込方法

所 定 の参加 申込み用紙 に必要事項 を記入 の上 、 2部 作成 し上記事務

局宛 送付す る こ と。

団体戦、個人戦 とも優勝か ら第 3位までを表彰す る。

優勝者に (公財)日 本バ ドミン トン協会の優勝 メダル を授与す る。

13 参  力日 料

14 参 カロ 申 込

15 表 彰

16代 表 者 会 議

17 練 2,
自

18

(1)日
(2)場
(3)出

(1)開 会式

(2)閉 会式

１

２

時

所

者

　

時

所

席

日

場

平成 25年 8月 23日 (金)16時 か ら

仙台市体育館 会議室

監督及び主将,大会役員等

平成 25年 8月 23日 (金 )10時 か ら 17時
仙台市体育館

平成 25年 8月 24日 (土 )9時  競技会場 で行 う。

平成 25年 8月 25日 (日 )競技 終 了後 ,同 会場 で行 う。

び

式

　

舎

及十
　^△
本

〈
ム

開

閉

　

宿19 別途通知 し斡旋す る。

21



20  備 考

(2)

/つ ヽ
ヽ0ノ

服  装

競技時の服装 (ユ ニフォーム)は 、色つ き着衣 を使用す る場合は

(公財)日 本バ ドミン トン協会審査合格品 とす る。

①選手の上衣の背面中央に縦 1 5cm、 横 3 0cm程 度の大きさで、学

校名 と選手の姓又は都道府県名 と学校名が明瞭に区別できる配色

で明示す る。

②開会式、閉会式に参加す るときの服装は、競技時の服装 (ユ ニフ

ォーム)又 は トレーニングウエア とす る。

応急処置等

①試合 中の負傷については、大会本部で応急処置をす るが、その後
の処置は各学校及び各 自で行 うこと。

②健康保険証等は、各 自で準備 してお くこと。

③独立行政法人 日本スポーツ振興セ ンター所定の用紙 を各学校で持

参す ること。

大会出場者で、ホームページ、報道等に、個人名 を公表 して欲 しく

ない者は、学校 を通 して大会事務局

(gakuseishien@sendai― nct.ac.Jp)に 申 し出て くだ さい。

事前に申し出のない場合は、公表 します。

大会参加 に際 して提供 され る個人情報は、本大会活動に利用す るも
の とし、これ以外の 目的に利用す ることはあ りません。

(公財)日 本バ ドミン トン協会環境委員会 よりお願い

① (開 催地の)ゴ ミの分別収集に協力 して くだ さい。

② (宿 泊先の)部屋か ら出るときには、エアコン、テ レビ、ライ ト

のスイ ッチを消 して くだ さい。

③マイ歯ブラシを持参 して大会に参加 して くだ さい。

4 )
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競 技 上 の 注 意

1.本大会は平成 25年度 (公財)日 本バ ドミン トン協会競技規則、同大会運営規程並びに同公認審

判員規程に基づいて実施 します。
2.各 校代表者は来場時に会場で受付を済ませてください。
3.大 会前 日及び当日の練習は地区ごとにコー トを指定します。

4.い ずれの種 目も トーナメン ト戦とします。 3位決定戦は行いません。優勝、準優勝、 3位 を表彰

します。

5.選 手は試合のコールから5分以内に選手集合場所に集合 してください。主審の誘導でコー トに入

ります。コールから5分以上経過 しても選手集合場所に来ない場合は棄権 となる場合があります。

6.競 技中のコー ト又はコー ト周辺に携帯電話を持ち込まないでください。

7.競 技中は、コールのあった当該選手を除き、競技場内での練習は認めません。

8.試 合を開始する前に、 3分の練習時間を設けます。主審の指示に従って練習を行ってください。

9.競 技進行状況により、試合開始時刻或いはコー トを変更する場合があります。

10.競技中、各プレーヤーは上衣に学校名及び選手名又は都道府県名と学校名を明示 してください。

11.団体戦のオーダー用紙は初戦分を代表者会議で、それ以降の分は主審が試合終了時に配布 します。

初戦分は 8:40に 、それ以降については試合予定時間の 30分前を目安に放送をしますので、

直ちにオーダー用紙を本部に持参 してください。

12.団体戦は 1複 2単 (D、 Sl、 S2)になります。同一選手が同一対抗内に於いて重複することはでき

ません。また、各校の初戦に限 り1複 2単の 3試合を行い、以降は勝敗決定後を打ち切 りとしま

す。

13.団体戦は、時間の都合上 3つのコー トで同時に行います。

14.試合が連続する場合、 10分の休憩時間を設けます。

15.イ ンターバル中、コー トに入れるのは当該選手のほかベンチ入 りしている 2人までとしますが、
「20秒」のコールがなされたら、選手以外の方は速やかにコー トから離れてください。

16.試合終了時には、勝敗に関係なく主審と握手するよう心がけてください。

審 判 上 の 注 意

1.平成 25年度 (公財)日 本バ ドミン トン協会競技規則及び同公認審判員規程により運営します。
2.す べてのゲームにおいて、一方のサイ ドが 11点になったら60秒を超えないインターバルを認

めます。また、すべてのマッチの第 1ゲームと第 2ゲームの間、第 2ゲームと第 3ゲームの間に

120秒 を超えないインターバルを認めます。
3.各 コー トのコーチングシー トは、監督、コーチ、マネージャーのみ使用できます (2名 まで)。

試合にふさわしい服装に留意 してください。

4.各 コー トのベンチに入ることのできる者は、団体戦の場合は当該チームの団体戦登録選手のみで

す。個人戦ではベンチを設けません。
5。 主審、線審、得点表示係は官城県バ ドミン トン協会が行います。
6.汗 などでコー トが濡れた場合は、主審の指示により線審が処置をします。
7.プ レーヤーはどんな事があっても、体力や息切れの回復を目的に、またはア ドバイスを受けるた

めにプレーを遅らせてはいけません。

8.選 手が試合中にア ドバイスを受けることができるのは、シャ トルがインプレーでない場合に限 り

ます。

9.プ レーヤーは競技規則第 16条第 2項のインターバルを除き、マッチが終了するまで主審の許可

なしにコー トを離れてはいけません。
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体 育 館 使 用 上 の 注 意

1.大 会 当 日は 8:00に 開場 します。所定の時間までは地区指定の コー トで練習できます。

2.学 生 としてのマナーを十分心がけて くだ さい。

3.体 育館 内 1階は土足禁上です。 2階観覧席 では靴 を履 き替 える必要はあ りません。

4.貴 重品、その他所持品は各 自の責任 において管理 して くだ さい。
5.2階 観覧席は地区ごとに分 けています。

6.飲 食 は観 覧席 で行 うこととし、競技 フロア、 ロビーでは原則禁止です。 ただ し、競技 中の水

分補給 については、ふた付 きの容器 を使用す る場合 に限 り許 可 します。ベ ンチヘのクー ラー

ボ ックスの持 ち込みは禁上 します。

7.会 場でのフラッシュ撮影 は、競技の妨げにな ります ので禁止 します。

8.ご みは各校 の責任 においてお持 ち帰 りくだ さい。 ゴ ミ袋 は本部で用意 してお ります ので、必

要な学校 は本部まで申 し出て くだ さい。

9.更 衣室及びシャワー室は使用可能です。 (シ ャワー 1回 30円 )
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日 時刻

コート番号

つ

こ

う
０

４

．

Ｅ
Ｕ

ａ
Ｕ

「
′

６
０

０

） 10 11 12

弟

1

日

目

9:00 開 〈
不 式

9:40 M丁 1 NqT2 WTl WT2

10:10 M丁3 MT4 WT3 WT4

10:40 N4丁 5 MT6 W丁 5 W丁 6

11:10 MT7 M丁8 W丁 7 WT8

11:40 MT9 M丁 10 WT9 WT10

12:20 M丁 11 W丁 11

13:00 MDl MD2 MD3 MD4 MD5 MD6 MD7 MD8

13:30 WDl WD2 WD3 WD4 WD5 WD6 WD7 WD8

14:10 MD9 MD10 MDll MD12 WD9 WD10 WDll WD12

14:50 MD13 MD14 WD13 WD14

15:30 MD15 WD15

弟

2

日

目

9:00 MSl MS2 MS3 MS4 MS5 MS6 MS7 MS8

9:30 WSl WS2 WS3 WS4 WS5 WS6 WS7 WS8

10:10 MS9 MS10 MSll MS12 WS9 WS10 WSll WS12

10:50 MS13 MS14 WS13 WS14

11:30 MS15 WS15

12:10 閉 〈
ム 式

タ イ ム テ ブ ル

男子団体戦(MT)男 子個人戦複 (MD)男 子個人戦単(MS)

女子団体戦(WT)女子個人戦複 (WD)女子個人戦単(WS)

27



7
山

国

徳

中

1.男子団体戦

岐 阜
(東海・北陸)
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鶴
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2.女子団体戦
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新居浜
(四 国)
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3.男子個人戦 (複 )

瀬島 史也
山下 慶将
(徳 山)

佐藤  光
長尾 正儀
(一 関)

柏木 結介
坂本 隼太
(和歌山)

斉木 勇志
清水 ―平
(」ヒ.九州)

西川 颯人
谷川 達哉

(香川高松 )

1 9
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13
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15
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木村 孝
清水 亮太

(:|ヒ九州)

加藤 貴大
宮川 元暢
(岐 阜)

猪股 大起
我妻 良哉
(仙台名取 )

橋本 友記
山田 智寛
(新居浜)
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4.女子個人戦 (複 )

小川 紗貴
中野 真

(富山射水)

佐藤 真佑子

畠山 華奈

(秋 田)

布川 玲奈
小野里 由実

(′」ヽ l上|)

中道 由菜
河口 みのり

(徳 山)

瀧  彩文
薄葉 なつみ

(福 島 )

田中 陽子
大田 清佳

(府 大)

松本 佳奈子

末綱 みのり

(:北
`九

州 1)

堀江 みづき
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(新居浜 )
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金井 綾香
岸 えみり

(長 岡 )

八巻 里紗
佐々木 葵
(仙台名取 )

山蔓 詩織
川上 紗南
(新居浜)

今井 裕里
木村 汐里

(奈 良)

西村  唯
宮久 りさ子

(宇 部 )

篠田 真由美

岡田 萌花

(岐 阜 )

本川 彩奈
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5,男子個人戦 (単 )

瀬島 史也
(徳 山)

滝澤 善史
(長 野)

猪股 大起
(仙台名取 )

岩田 翔平
(岐 阜 )

橋本 由輝
(明 石)

山田 智寛
(新居浜)

高柴 貫爾
(福 島)

木村  孝
(北九州)
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MS15
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久保 遵幸
(釧 路)

柏木 結介
(和歌山)

片山 翔太
(富山射水)

山田 壮太
(長 野 )

長尾 正儀
(― 関)

山下 慶将
(徳 山)

安田 侑輝
(北九州)

北岡 真一

(新居浜)

MS4

優

　

勝

準
優
勝
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二
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6.女子個人戦 (単 )

西村  唯
(宇 部)

布川 玲奈
(′卜 Ll」 )

山田 春奈
(函 館 )

中村 有沙
(:1七りL州 )

薄葉 なつみ

(福 島)

坂本 実紀
(和歌山)

中野 真
(富山射水)

堀江 なつみ

(新居浜 )

1

2

3

4

5

6

7

8

WSl

WS2

WS3

WS4

WS9

WS1 0

WS1 3 WS1 4

WS1 2

WS5

WS6

WS7

WS8

WS1 5

9

10

11

12

13

14

15

16

今井 裕里
(奈 良)

佐藤 真佑子

(秋 田)

橋本 千草
(新居浜 )

中道 由菜
(徳 山)

竹内 杏奈
(長 野)

八巻 里紗
(仙台名取)

本川 彩奈
(久留米)

米山 沙弥
(沼津高専)

優

　

勝

準
優
勝

第

三
位
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選 手 名 簿

選手名の○印は主将
団体・個人戦出場欄の囲み数字は地区順位

一メ

一

学  校  名 釧路工業高等専門学校
臣を ホ又

目 山崎 俊博

コ チ 小谷 泰介

マネ~ン ヤー 田中 健 斗

男 子 選 手 名 学年 団体
個 人

単

①

くば よしゆき

久保 慶幸
5 ① ①

こまつ あきひろ

小松 晃大
4 ①

マニメルワト
・
ウ・サハン・卜

・
ウラーラ

Manimelwado Sahan Dulara
4 ①

わたなべ たかふみ

渡辺 貴史
4 ①

くば のぶゆき

久保 遵幸
3 ① ① ①

くにさだ ぎん

国定 銀
3 ①

おおい たくみ

大井 拓海
2 ①

あさぬま けんた

浅沼 健汰
1 ①

学  校  名 釧路工業高等専門学校
臣を 余又

目 山崎 俊博

コ チ 小谷 泰介

マネージャー 田中 健斗

女 子 選 手 名 学 年 団体
単

①

のむらまみ

野村 茉未
2 ①

さいとう あきこ

斎藤 明子
1 ①

まつの さあや

松野 沙亜耶
1 ①

おおつば ひなこ

大坪 雛子
1 ①

学  校  名 函館工業高等専門学校
Er= ホ又

目 古俣 和直

コ チ 後藤 等

マネージャー

女 子 選 手 名 学年 団体
複 単

やまだ はるな

山田 春奈
3 ① ①

うえはらゆうな

上原 悠菜
1 ①
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一Ｘ
一

学  校  名 鶴岡工業高等専門学校

Er= 未又
目 窪田 員治

コ チ 中島 直樹

<+-)t- 佐藤 和志

男 子 選 手 名 学年 団体
人

複 単

①

いまい こうだい

今井 航大
5 ①

ごとうゆうた

後藤 佑太
3 ①

しらはた てつや

白幡 哲弥
3 ①

こさか きょうすけ

小坂 京介
3 ①

ちょうなん けんた

長南 謙太
3 ①

くどう あゆむ

工藤 歩
2 ①

やまぐち こうすけ

山口 康佑
2 ①

おおば あきら

大場 晶
1 ①

学  校  名 福島工業高等専門学校
Er= ホ又

目 山内 紀子

コ チ 星野 佑一

マネージャー

女 子 選 手 名 学 年 団体
複 単

①

たき あゆみ

瀧 彩文
4 ① ①

むらかみ えりな

村上 絵理奈
4 ①

うすば なつみ

薄葉 なつみ
3 ① ① ①

こまつ まな

小松 愛
①

むらかみ あずさ

村上 あずさ
3 ①

さがわ むつみ

佐川 睦実
2 ①

えんどう ななこ

遠藤 菜々子
2 ①

やまのべ ももか

山野辺 百花
2 ①

学  校  名 一関工業高等専門学校

Er= ホ又
目 白井 仁人

コ チ 千葉 圭

v+-)t-
男 子 選 手 名 学 年 団体

単
さとうひかる

佐藤 光
4 ②

ながお まさのり

長尾 正儀
4 ② ①

学  校  名 福島工業高等専門学校

Er= ホ又
目 梅澤 洋史

コ チ 星野 佑一

マネージャー

男 子 選 手 名 学 年 団体
人

単
たかしば かんじ

高柴 貫爾
5 ②
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学  校  名
仙台高等専門学校
広瀬キヤンパス

目r= ホ又
目 佐藤 敏行

コ チ 角田 昭

マネージャー 阿久津 樹輝

男 子 選 手 名 学年 団体
人

複 単
さいじよう りょうへ・い

西條 涼平
5 ①

かんの たかのり

菅野 貴晋
4 ①

学  校  名 秋田工業高等専門学校

Er= ホ又
目 金田 保則

コ チ 野澤 正和

マネージャー 茂呂可奈子

女 子 選 手 名 学年 団体
イ[: 人

複 単

さとう まゆこ

佐藤 真佑子
5 ○ ②

はたけやま かな

畠山 華奈
3 ○

学  校  名
仙台高等専門学校
名取キヤンパス

臣を ホ又
目 野本 俊夫

コ チ 阿部 翼

マネ~ン ヤー 須藤 莉紗

男 子 選 手 名 学年 団体
人

単

①

いのまた だいき

猪股 大起
4 ○ ○ ○

わがつま よしや

我妻 良哉
4 ○ ○

おおはた じゅんぺい

大畑 順平
4 ○

にのみや とらじろう

二宮 虎二朗
3 ○

やまもとなおき

山本 直樹
3 ○

なかむらなおき

中村 直樹
3 ○

たてうち ひろき

舘内 弘樹
3 ○

すずき きみあき

鈴木 公章
2 ○

学  校  名
仙台高等専門学校
名取キャンパス

目r= ホ又
目 野角 光治

コ チ 佐藤 文一

マネ~ン ヤ~ 南條 麻友子

女 子 選 手 名 学年 団体
{匿 人

複 単

①

むらおか よしみ

村岡 慶美
5 ○

やまき りさ

八巻 里紗
4 ○ ② ○

ささきあおい

佐々木 葵
4 〇 ②

ふがね ゆき

府金 由樹
4 ○

さくま はるか

作間 春香
3 ○

いがらし なお

五十嵐 奈緒
2 ○

ふかや はな

深谷 華
2 ○

まかべ みな

員壁 珠奈
1 ○
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学  校  名 長野工業高等専門学校
Er= 未又

目 山口 博己

コ チ 仲林 大輔

v+-)t,- 伊藤 達識

男 子 選 手 名 学年 団体
人

複 単
しみず ゆうき

清水 裕貴
5 ①

②

おくはらゆうすけ

奥原 勇亮
4 ①

くばた そうし

窪 田 壮志
3 ①

やまだ そうた

山田 壮太
2 ① ① ①

たきざわ よしふみ

滝澤 善史
2 ① ① ②

こしむらゆうすけ

越村 勇介
2 ①

えんどうこうた

遠藤 孝太
2 ①

学  校  名 長岡工業高等専門学校
臣を ホ又

目 土田 泰子

コ チ 井比 亨

マネージャー 牧野 峻太

女 子 選 手 名 学 年 団体
イL

複

人

単

①

かない あやか

金井 綾香
5 ① ①

いばらき あやの

茨木 彩乃
3 ①

ささき ゆい

佐 々木 唯
3 ①

きしえみり

岸 えみ り
2 ① ①

こたじま なみ

古田島 奈美
1 ①

たけうち あや

竹内 綾
1 ①

さいとうながつき

斎藤 長月
1 ①

ますだ よしこ

増田 佳子
1 ①

学  校  名
東京都立産業技術高等専門学校

品川キャンパス

Er= ホ又
目 松本 正樹

コ チ 平野 利幸

v+-)t- 中村 彰裕

男 子 選 手 名 学年 団体

Ｆ

Ｌ 人

単

やまさき しょうた

山崎 翔太
5 ②

はたけやま ゆうたろう

畠山 暖太朗
5 ②

くまがい ひでよし

熊谷 秀義
5 ②

なかじま しょうたろう

中島 正太郎
4 ②

⑤

おいかわ あきのぶ

及川 瑛敦
4 ②

はせがわ かずき

長谷川 和希
4 ②

はせがわ たくや

長谷川 拓也
4 ②

さとう りゅうた

佐藤 竜太
4 ②

学  校  名 長野工業高等専門学校

Er= ホ又
目

コ チ 仲林 大輔

マネージャー 伊藤 達識

女 子 選 手 名 学年 団体
複 単

①

たけうち あんな

竹内 杏奈
5 ② ①

おりい まなみ

折井 愛美
5 ②

かない すずか

金井 涼香
3 ②

わくい あみ

涌井 亜美
2 ②

みぞぐち ななせ

溝口 七瀬
2 ②
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学  校  名 群馬工業高等専門学校
臣r= 赤又

目 中山 和夫

コ チ

マネーンヤ~ 島田 奈緒

男 子 選 手 名 学 年 団体
イ匿

複
人

単
やまだ ゆうと

山田 悠人
4 ②

かわしま だいき

川島 大輝
2 ②

学  校  名 小山工業高等専門学校
臣を ホ又

目 山崎 敬則

コ チ 酒巻 智之

マネーンヤ~ 佐藤 亮太

女 子 選 手 名 学 年 団体
人

複 単
ぬのかわれいな

布川 玲奈
5 ② ②

おのざとゆみ

小野里 由実
1 ②
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睦地区

学  校  名 石川工業高等専門学校

Er= ホ又
目 長岡 `健一

コ チ 高野 典礼

マネージャー 中町 遊

男 子 選 手 名 学年 団体
1匿 人

複 単

①

ながたのぶゆき

長 田 修至
5 ① ①

がんにょようすけ

元女 陽介
4 ① ①

あらいはるき

荒井 知大
1 ①

なかむらゆうき

中村 悠暉
1 ①

なかむらまさと

中村 正人
2 ①

かわいたっぺい

河合 竜平
2 ①

きだひろむ

木田 大夢
2 ①

かわえひろと

川江 浩人
2 ①

学  校  名
富山高等専門学校
射水キヤンパス

Er= 督 清水 真

コ チ 松原 義弘

マネージャー 河合 優花

女 子 選 手 名 学年 団体
人

複 単

①

おがわ さき

小川 紗貴
5 ① ①

くりやま あおい

栗山 葵
5 ①

かわべ まゆ

川退 真 由
3 ①

かわかみ かこ

河上 嘉子
3 ①

なかの まこと

中野 真
3 ① ① ②

ほり まなみ

堀 真那見
2 ①

いけだ まこ

池田 真子
2 ①

なかの みえこ

中野 三恵子
1 ①

学  校  名 岐阜工業高等専門学校
Er= オヌ

目 所 哲郎

コ チ 細野 佑斗

マネージャー 井口 広人

男 子 選 手 名 学 年 団体
人

単

あだち けんいち

足立 賢一
5 ②

かとう たかひろ

加藤 貴大
5 ② ②

のむら やすふみ

野村 泰文
5 ②

よしだ ひろき

吉田 大輝
5 ②

⑤

たかだ こうじ

高 田 紘路
4 ②

いわた しょうへい

岩 田 翔平
3 ② ①

みやかわ もとのぶ

宮川 元暢
3 ② ②

たかい ゆうすけ

高井 佑介
2 ②

学  校  名 岐阜工業高等専門学校
Er= ホ又

目 山田 博文

コ チ 小島 誠也

v+-)t- 渡辺 悠加

女 子 選 手 名 学年 団体
個 人

単
いといがわ まい

糸魚川 舞
5 ②

しのだ まゆみ

篠田 真由美
5 ②

③

たかはし さら

高橋 沙羅
4 ②

かなもり はづき

金森 はづき
3 ②

こんどう さとか

近藤 里香
3 ②

ひらつか ゆりか

平塚 優里香
3 ②

ひろせ ゆりな

廣瀬 由梨奈
3 ②

おかだ もえか

岡田 萌花
1 ② ②
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学  校  名
富山高等専門学校
射水キヤンパス

目′
=

未又
目 清水 真

コ チ 松原 義弘

マネージャー 木下 陽介

男 子 選 手 名 学年 団体
人

複 単
かたやま しょうた

片山 翔太
4 ②

学  校  名 沼津工業高等専門学校

Er= 未又
目 押川 達夫

コ チ

マネーンヤー 遠藤 みのり

女 子 選 手 名 学年 団体
人

複 単
よねやま さや

米山 沙弥
5 ①
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る地区

学  校  名 明石工業高等専門学校
臣を

督 高田 功

コ チ 阿曽 泰士

マネージャー 小澤 龍之介

男 子 選 手 名 学年 団体

匡
暉 人

複 単

はしもとゆうき

橋本 由輝
5 ① ①

くめ しゅんじ

久米 俊治
5 ①

かのう りゅうき

加納 隆貴
4 ①

④

たけうち ゆうと

竹内 悠人
3 ①

ひらち よしひろ

平地 祥啓
3 ① ②

かわにしのぶあき

川西 伸明
3 ①

よしかわ こうへい

吉川 晃平
3 ①

いわさき こうへい

岩崎 頌平
2 ① ②

学  校  名 奈良工業高等専門学校
臣を

督 玉木 隆幸

コ チ 藤井 治久

マネージャー 出口 裕樹

女 子 選 手 名 学年 団体
人

単

①

いまい ゆり

今井 裕里
4 ① ① ①

きむら しおり

木村 汐里
4 ① ①

かわはら ほなつ

川原 歩夏
3 ①

たかひ みか

高樋 美佳
3 ①

こしの ももか

小篠 李佳
1 ①

学  校  名 和歌山工業高等専門学校

目r= 督 西本 圭吾

コ チ

マネージャー

男 子 選 手 名 学年 団体
人

複 単
かしわぎゆうすけ

柏木 結介
2 ① ②

さかもと はやた

坂本 隼太
2 ①

学  校  名 和歌山工業高等専門学校

臣を
督 西本 圭吾

コ チ

マネ~ン ヤ~

女 子 選 手 名 学年 団体
人

複 単

さかもと みき

坂本 実紀
4 ②
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学  校  名 大坂府立大学工業高等専門学校

Er= 奈又
目 花川 賢治

コ チ

v+-)r- 山田 三露

女 子 選 手 名 学 年 団体
人

複 単
たなか ようこ

田中 陽子
4 ②

おおた さやか

大田 清佳
3 ②
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一Ｘ
一

学  校  名 徳山工業高等専門学校
臣を 療又

目 古賀 崇了

コ チ 近藤 晃圭

マネージャー 木本 拓馬

男 子 選 手 名 学年 団体
単

せしま ふみや

瀬島 史也
5 ① ① ①

いえしげ なおや

家重 直也
5 ①

じょうざき こうき

上崎 皓貴
5 ①

④

たけすえ ひろき

武居 弘樹
4 ①

やました けいすけ

山下 慶将
3 ① ① ②

しみず だい

清水 大
2 ①

ながお きようた

長尾 恭太
2 ① ②

のぶかね じおん

述金 志遠
2 ① ②

学  校  名 宇部工業高等専門学校
Er= ホ又

目 廣原 志保

コ チ 矢幡 和勝

マネージャー 須子 望加

女 子 選 手 名 学 年 団体
人

複 単

①

いとうゆみこ

伊藤 由美子
5 ①

いちまる ともこ

市丸 智子
4 ①

みやひさ りさこ

宮久 りさ子
3 ① ②

にしむらゆい

西村 唯
2 ① ② ②

まつしげ みか

松繁 美佳
2 ①

おのだ くみこ

小野田 久美子
2 ①

学  校  名 徳山工業高等専門学校

Er= ホヌ
目 柳澤 秀明

コ チ 北川 勇

マネージャー 木本 拓馬

女 子 選 手 名 学年 団体

Ｅ
幽 人

複 単

なかみち ゆな

中道 由菜
2 ① ①

かわぐち みのリ

河口 みのり
1 ①
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四

学  校  名
香川高等専門学校
高松キヤンパス

Er= 督 吉永 慎一

コ チ

マネージャー 大森 健太郎

男 子 選 手 名 学年 団体
人

複 単
おかうち いつぺい

岡 内 一 平
5 ①

たなか けいご

田中 慶吾
5 ①

③

にしかわ はやと

西川 颯人
3 ① ②

はやしま ゆうた

早嶋 雄太
3 ①

おかだ たくや

岡田 拓也
3 ①

はやし なおき

林 尚輝
2 ①

たにかわ たつや

谷川 達哉
2 ① ②

やた しんじ

矢田 慎二
2 ①

学  校  名 新居浜工業高等専門学校

Er= ホ又
目 矢野 潤

コ チ

マネーンヤー

女 子 選 手 名 学 年 団体
個 人

複 単

①
ほりえ みづき

堀江 みづき
5 ① ①

しのはら いずみ

篠原 いずみ
5 ①

はしもと ちぐさ

橋本 千草
4 ① ① ②

ほりえ なつみ

堀江 なつみ
3 ① ①

やまだい しおり

山蔓 詩織
1 ① ②

かわかみ さな

川上 紗南
1 ① ②

たかはし ひとみ

高橋 瞳
1 ①

いしかわ ゆい

石川 由依
1 ①

学  校  名 新居浜工業高等専門学校
臣を ホ又

目 矢野 潤

コ チ 藤田 悠人

マネージャー 曽我 彩華

男 子 選 手 名 学年 団体
人

複 単
きたおか しんいち

北岡 真一
5 ①

はしもと ゆうき

橋本 友記
5 ①

やまだ ともひろ

山田 智寛
4 ① ②

４

，
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一Ｘ
一

学  校  名 北九州工業高等専門学校
臣r= ホ又

目 白神 宏

コ チ

<tr -)t- 河野 哲也

男 子 選 手 名 学年 団体
人

単

①
むらかみ けんた

村上 健太
5 ①

くどう さとる

工藤 悟
5 ①

まつい そういちろう

松井 総一郎
5 ①

きむら たかし

木村 孝
4 ① ① ①

しみず りょうた

清水 亮太
4 ① ①

やすだ ゆうき

安 田 侑輝
3 ① ②

さいき ゆうし

斉木 勇志
2 ① ②

しみず いつぺい

清水 一平
2 ① ②

学  校  名 久留米工業高等専門学校
Er= 督 龍頭 信二

コ チ 原 卓伸

マネージャー 岩本 早起

女 子 選 手 名 学年 団体
イ匿人

複 単

①

ほんかわ あやな

本川 彩奈
3 ① ① ②

かみのその なほ

神之薗 那帆
3 ① ①

くらかず かなえ

倉員 佳奈絵
3 ①

せいの ほなみ

清野 保菜美
3 ①

いけだ さき

池田 沙樹
3 ①

いで なつみ

井手 奈津美
1 ①

あんとくゆり

安徳 友里
1 ①

いのうえ さくら

井上 桜
1 ①

学  校  名
熊本高等専門学校
熊本キャンパス

Er= ホ又
目 本木 実

コ チ 南 昭宏

マネージャー 植村 優加里

男 子 選 手 名 学年 団体
複 単

①
まつなが としき

松永 季樹
5 ②

やまうち しょうご

山内 将護
5 ②

わだ しょういち

和 田 翔一
5 ②

うえの まさひろ

上野 雅裕
5 ②

しまづ こうへい

島津 康平
5 ②

おおはま まさや

大漬 聖也
5 ②

いいづか ゆうき

飯塚 雄基
3 ②

どうけ あきひろ

道家 光宏
2 ②

学  校  名 有明工業高等専門学校

Er旨 ホ又
目 中島 洋典

コ チ 東 紗玖良

v+-)t- 大隈 あかり

女 子 選 手 名 学年 団体

匡

幽 人

複 単

①

えぐちあや

江 口 綾
3 ②

うしじまみか

牛島 美夏
3 ②

なかしまちほ

中嶋 智保
3 ②

おおいしゆうき

大石 侑季
2 ②

いしぬきひとみ

石貫 瞳
2 ②

まつもとまやか

松本 麻弥加
2 ②

たごもりせいや

田篭 聖夜
2 ②

かさはらりお

笠原 りお
1 ②
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学  校  名 北九州工業高等専門学校
Er= 赤又

目 白神 宏

コ チ

マネージャー 河野 哲也

女 子 選 手 名 学 年 団体

層
Ｌ ヽ

複 単
なかむら ありさ

中村 有沙
2 ①

まつもとかなこ

松本 佳奈子
2 ②

すえつな みのリ

末綱 みのり
1 ②
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＞

奈
京

―

一
代

＝

″
一リ

白
●

イ
ヽ

第

十

九

回

舞

鶴

団体 奈  良 函    館 北  九 州 且

男

子

た

、

ヽ
ノ

ノ
」「
欠

個
９

吾
健
囲

慎
　
電

香
円

―ヽ

′
，
　
■
↑
‐
ι
匡

騎

　

”―

＾
ｌ

ｈ
＝

浅
古
帥

彦
裕
＞

智
幸
城

本
池
宮

江
小
＜

彦
士
＞

孝
高
代

田
田
人

前
園
＜

郎
蓼

＞

．
１‐

ケ
ヘ

‘
●
　

　

叱
■

〓
ロ田

ヽ り
苫

下

月

＜
人

ヽ

ヽ
プ

個
ノ
蝉

健
波電

橋
台

古
仙

士=ニイヘ本 山
且
（

洋
＞

信
良

家
奈

福

＜

章

＞
橋一局

‘
ヽ

岡長

女

子

人
助

個
僻

美
穂
＞

宏
瑞

明

田
松
有

平
永
＜

真 由 子
美
＞

久

子

田
藤
米

音

左

＜

■
■

ィ
ー

子
乃
＞

悦

雪

り居

松
崎

新

植
塩
＜

子
子
＞

寿
範

城
大 久 保

宮

伊 藤

人

、

ヽ
リ

個
ノ
蝉

美
ａ滅

智

・・・ヨ
「
日

×

垣
冽し

し
ヽ

し
ヽ

ム
ロ
＾

エ
ン

／
ヽ

穂
＞

瑞
明

松
有

永
＜

真 由 子
子米

「
１１稲

＜

緒
＞

奈
京

＝

束

白
一●

／
ｋ

第

二
十
回

大

分

∃φ 人   代 宇  部 旭  川 佐 世 保

男

子

民

、

ヽ

ノ

ノ

一日
欠

個

９

彦
裕
＞

智
幸

城

本
池
宮

江
小
＜

洋
治
＞

信
真

良

家

口
奈

福

山
＜

志
寛

＞

宏
恵

部

崎

田
宇

官

川
＜

彦

亘
＞

泰

正
館

邊

橋

函

渡
高

＜
ｋ

＞

個
ノ

蝉
甲 斐 義 樹

九

宮 崎 宏 志
立
ロ宇

幸
＞

聖

田

藤

秋

伊
＜

裕
＞

幸
城

池
宮

‐ヽ
＜

女

子

た

、

ヽ

ノ

ノ

告
叉

個

飲

子
加
＞

優
祐
代

崎
田
人

森
富
＜

真 由 子
尺

石

辺

―

ン

渡

稲

＜

代
＞

里

―

チ

‐
―
川

緒

尋
＞

奈

千
京

川
畑
東

自
●

Ｈ
ＩＩ

／
ヽ

春

香

＞

千

明
才

橋

台

〓
コ

乙
，
十
己

一局

「́．
／ｔ

．

Ｉ

Ｆ

人

、
、，

個
ノ

蝉
智 美
波電本ヒ

し
ヽ

ム
ロ
ハ

月柴 佳

＞

由

＝

野

旭

楠

＜
代
＞

理
川

沢

石

稲
＜

堀 内 智 美
城え争Б

第

二
十

一
回

岐

阜

団体 人  代 仙 台 電 波 苫  小  牧 且

男

子

た

、

ヽ

ノ

ノ

告
衆

個
９

田 浩 介
弘

＞知

山
一邑

澤
横
＜

一
哉

＞

頁

賀

戸
・

＝
川
・
二ヽＬ

太

波
藤
都

斯
齋
＜

智
介

＞

明
亮

明

橋
開
有

板
吉
＜

雄

一
向

俊
啓

電

藤

屋
間

安
鹿
鯖

ｋ
＞

個
ノ

蝉

明

＞山

博

富

堺

＜

由
パ

´
二
ヽ

脱

紗居

＋
Ｕ

■
↑〈

「
(新

大 江 裕 介
阜岐

久 也仲 山
ケ
ヘ

ｔ
ｔ′

―
「

苫

女

子

た

、

ヽ
ノ

ノ
」「
欠

個
飲

緒
尋
＞

奈
千
京

川
畑
東

Ｌヽ
日Ｈ
／ヽ

加

子
＞

祐
優

代

田
崎

人

富
森
＜

真 由 子
尺

石

辺

、‘

．́

渡

稲

＜
代
＞

理
川

裕 貴 枝
香 織

居 浜 )

予

中

斤

里

　

工米

中

田

＜
た

、

ヽ
リ

個
ノ

蝉
緒

＞

奈

東

―

一日
は

＝

′
一，

自
一Ｎ

／
ｔ

沙 織山 内

(新 居 浜 )

美
＞

智
城

内

都
堀
＜

佳

＞

由

＝

野

旭

古
「

／
ｔ

ｔ
佃
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大 会 会 場 オ重目 1     イ立 2 位

第

二
十

二
回

人
王
子

団 人   代 高  知 旦 官  城

男

子

人
謝

個
０

史

則
＞

崇
彰
城

木
原
官

鈴
菅
＜

手
↑豊

ユ
朗

＞

ム
ロ雄

小
本

ノ

岩
＜

上園 グ

弘

＞

浩

　

知

田

‐
高

澤

横

＜

哉
朗
＞

賀

二

‥

太

文
コ、

．
部

藤
本
ィ

齋
鈴
＜

人

、

ヽ
ノ

個
ノ

蝉
成 毛 章 容
(東 京 )

士
心
ノヽ

貴
川

澤
旭

滝
＜

弘

＞
山

一品

横

‘ 知

介
＞

浩
知

田
高

澤
そ

女

子

人
勘

個
鰊

美
美
＞

智
真
城

内
井
都

堀
臼
＜

恵
織
＞

瑞
沙

ち居

木
内

新

鈴
山
＜

恵
代
＞

里

―

ｌ

王

月

生

沢
石

東
稲
＜

尋
子
＞

千
紀
京

畑
美

東

川
林
＜

人

、

ヽ
ノ

個
ノ

蝉
美
＞

智
城

内
都

堀
＜

沙 織山 内

(新 居 浜 )

代
＞

理
川

沢

石

稲
＜ 鹿 児 島 )

東

＜
久 美 子

第

二
十

三

回

南

国

ヨク 北  九  州 東   京 仙 台 電 波 新  居  浜

男

子

民

、

ヽ

ノ

ノ
告
衆

個

飲

輔
紀
＞

耕
友
り、九

田

田

ヒ

山
有
＜

智
介

＞

明
亮
明

橋
開
有

板
吉
＜

樹
篤
＞

真

　
子

奇

■

１

梃

Ｊ

　

、
ラ

大

官

＜

容

司

＞

立早
ユ典
一只

毛
路
東

成
川
＜

ｋ
＞

個
ノ

蝉
容
＞

立早
一只

毛
東

成
＜

弘

＞

横

＜ 牛

ハ

山 篤

＞
崎

米

官

＜ 子

千↑
リヽ

豊

代

上

人

園
＜

女

子

民

、

ヽ
ノ

ノ

告
交

個

儲

美
生
＞

由
弥
ナ九

元
本
ヒ

則
福
＜

美
美
＞

智
真

城

内

井
都

堀

臼
＜

恵

可 奈 子
=二″、

良

地
崎
奈

隠
＝
＜

尋
香
＞

千
美
京

畑

山
東

川
大
＜

ｋ

＞

イ固
ノ

蝉
生
＞

弥
り、九

本
ヒ

福
＜

美

＞

由

チ九

元

ヒ

ロ
ハ
ｒ
ヽ

山 内 沙 織

(新 居 浜 )

真 理 子岡 田

田秋

第

二
十

四

回

函

館

コク 北  九 州 人  代 苫  小  牧 仙 台 電 波

男

子

人
助

個

飲

輔
紀
＞

耕
友
り、九

田

田

ヒ

山
有
＜

和
朗
＞

豊
治

ｔ

‥
雄
ィ

Ｌ
　
ヘ

．本

ノ

園
岩
＜

紀
介
＞

知
陽
山

澤
井
富

松
沢
＜

輔
平

洋
亮

(仙 台 電 波 )

山
花

奥
立

た

、

ヽ
ノ

個
ノ
蝉

介
＞

亮
明

開
有

吉
＜

容
＞

〓早
一只

毛
東

成
＜

輔
ｎ減

洋

電

山

ノ
に

ｈ
Щ

奥
帥

洋
＞

旭
艦児

岡
鹿

平

＜

女

子

人
助

個

け

美
生
＞

由
弥
ナ九

元
本
ヒ

則
福
＜

尋
香
＞

千
美
京

畑

山
東

川
大
＜

奈
美

可
絵

野
上

槍

井

詫 間 電 波

恵
子
＞

衣
奈

ミ

一ロ

也

　

奈

士
峙

一イン

隠

＝
＜

ｋ

＞

個
ノ
蝉

生
＞

弥
り、

福 本

(北 九

田

日

ン

白
巳

／
、

い
や 恵 理 香

石 )

恵

＞

宏

良

地

奈

隠

＜

美

＞

由

少九
元
ヒ

ロ
ハ
／‐、

第

二
十

五

回

且
（

団体 北  九  州 東  京 富  山 佐 世 保

男

子

入

、

ヽ

ノ

ノ

告
受

個

磁

輔
紀
＞

耕
友
ナ九

田

田

ヒ

山
有
＜

尚
和
＞

仁
裕
少九

村

田
ヒ

奥
内
＜

篤
也
＞

達

子

夫可
井

以

宮
筒
＜

樹
輔
”

靖
大
電

野
木
間

シ
七

レ
し

，
Ｌ

言
ロ

ョ
´
，

一
， ノ

′ｒ
ヽ

人

、
ヽ
リ

個
ノ

弾

尚

＞

仁

り、九

村

ヒ

奥

＜
靖 樹

(詫 間 電 波 )

北 野 大 澤 壮 史
存
人

生
ｔ

苫

児
＞

孝
松

井
高

安
＜

女

子

人
助

個

０

恵

子
＞

宏
捺
良
司
　
．

地
崎
奈

隠
――
＜

紀
奈

＞

美
広

明

本
部
有

柿

岡
＜

子
香
＞

紀
美
京

美

ゴ
紅

――

ド

一リ

林
大
＜

香
子
＞

理
Ｉ

‐

Ｆ
ヽ
着
口
７乍

庵

　

．

で
〓ヽ

日
句

田

修

日

′

槌
北
＜

人

、

ヽ
ノ

個
／

鮮

恵

＞

宏

良

地

奈

隠

＜ 日
引

田

日

´

槌
＜

恵 理 香
石

升
＞

希

鼎

有

商山

｛
日

´
‐

ィ
‐
告
匡

佐
＜

ｎ
ノおヽ

館

力
″

．一日

瓶

Ｅ
三
＜

第

二
十

六

回

′‐‐‐側̈
ム
ロ

ヨク 北  九  州 富  山 有  明 苫 小 牧

男

子

人
助

個
“

輔
紀
＞

耕
友

ナ九

田

田

ヒ

山
有

＜

尚

和
＞

仁
裕

ナ九

村

田
ヒ

奥
内
＜

輔

順
＞

大

敬

ち居

智

木
新

越
真

＜

茂 樹
輔
＞

大

浜

部

居
我
新

曽
＜

高 橋

ｋ

ヽ
＞

個
ノ

蝉
和
＞

裕
り、九

田

ヒ

内

＜
仁 尚

十

Ｊ

＋
↑奥

(北 九 州 )

史

＞ケ
〈

士

ｔ
′―「

澤
苫

大
＜

一
＞

謙
良

井
奈

笹
＜

女

子

人
助

個
α

奈
紀
＞

広
美
明

部
木
有

岡
柿
＜

恵

子
＞

宏
友
良

地
村
奈

隠
木
＜

美 香

鈴 木 加 津 美
一只東

大 山 美
佳
＞

彩
静

湾居

智
井

新

越
酒
＜

民

・
＞

個
ノ

鮮

美
＞

晴
代

野
人

栂
＜

沙
＞

美

明
木
有

柿
＜

恵
＞

宏
良

地
奈

隠
＜

ｎ
ノおヽ

館

ネ
″
　
．一Ы

瓶

Ｅ
三
＜
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大 会 会 場 重 1_     イ立 2   イ立 （
６

第

二
十
七
回

牧

園

北  九 州 富   山 明   石 秋   田

男

子

た

、

ヽ

ノ

ノ
一官
欠

個

僻

一
平

＞

淳

陽

州九

日
回

ｍ
円

匡
ト

ル
ハ

レ
Ｌ

上
峠
＜

也

司

＞

習

　

公

′一ン　
生思
＋↑

―
―
　
　
」コ司

＝
だ
　

一Ｆ

森

岡

＜

弘
喜
＞

康
茂
山

崎
下
富

高
山
＜

樹
裕
＞

真
章
城

部

田
宮

阿
千
＜

人

、

ヽ
リ

個
ノ

蝉

口
し
ヽ
ノ

玄
小友

ナ九

田

ヒ

有
＜

明
＞

広

田

藤

秋

伊

＜ 松一局

安 井 孝 児 晃 志生 田 目
一只東

女

子

人
鋤

個
０

聡
か
＞

謝
る

ゴ

ノ
π

ユよ

．‐μ

ツ
一口̈

馬
松
＜

美

子
＞

奈

奈

・
フ
十Ｊ

真
美
．．

レヽ

日
利
「　
．

野

下
＜

美
里
＞

土
目

印

てヽ

日

Ｈ

メ

フ

・
′

‐

野
田
人

栂
上
＜

美 沙

喜 美 恵

木
山

士
口

＾

・

＋付
エユ

明有

尺

ヽ
＞

個
ノ

蝉

美

＞

土
ロ
ト
ヽ

１
ド
ル
ー

野
人

栂
＜

沙
＞

美

明
木
有

柿
＜

静 佳

商 船 )

保

羽
・鳥

夕

＜
由 希 子

山 商 船

占
国

´
‐

′
１
差昌

佐
＜

第

二
十

人

回

富

山

団 北 九 州 富  山 秋   田 明  石

男

子

人
助

個
僻

平

輔

＞

陽

陽

州九

ｍ
円

ヤ
ｐ

ル
ハ

立
ロ

レ
』

峠
阿
＜

吾
明
＞

圭
広

田

永
藤

秋

辻
伊
＜

弘
喜
＞

康
茂

山

崎

下
富

高

山
＜

亮
佑
＞

勇

山

西

石
富

中
大
＜

尺
＞

個
ノ

蝉
安 井 孝 児

松一品
一
＞

隆

石

嶋

明
長
＜

吾

＞

土土
□円

く

‘κ

、刀

禾

辻

＜

玉

＜
基
＞

淳
り、九

井
ヒ

女

子

人

、

ヽ
ノ

ノ

告
反

個

鰊

絵

い

‐

瑯
和
Ｅ

勇

ま

日

口
＋

富

瀬
〕
＜

馬
権

美
里
＞

晴
知
代

野

田
人

栂
上
＜

米 元 麻 由 美
大 島 商 船

赤 瀬 美 紗 奈
佳
胴

―
」
毎

ゴ

！

ネ
‐
土
月
一階

又
保
羽ユ

●

４
ヽ
■
・　
　
ヽ
　
Ｌ
卜
」か

膨

ク

＜

人

、

ヽ

ノ

ノ
）口
■

個

に

美

＞

土
ロ
ト
ヽ

日
”

′
‐

野
人

栂
＜

沙
＞

美

明

木
有

柿
＜

喘
″
ヽ
ノ

る

山

まＦ

吉
田

＋
ナ

′

松
＜

静 佳久 保

(鳥 羽 商 船 )

第

二
十
九

回

東

京

北  九 州 鶴  岡 明  石 有   明

男

子

た

、
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大 会 会 場 重 目 2   イ立

第

十

回

函
館

男

子

団ψ 高  松 小   山

個人
(複 )

北 田 裕 也

小 川 直 人
(北 九 州 )

黒 子 征 宏

嶺 井 幹 彦

(小 山 )

平 澤 優 一

細 川 隆 喜
(高 松 )

田 上 拓 弥
岡 崎 雄 介
(有 明 )

個人
(単 )

木 村 昂 史
(北 九 州 )

辻
(

広  大

山 )

平 澤 優 一

(高 松 )

堤  良 広
(北 九 州 )

女

子

団
一
任 岡 富 山 商 船 鈴  鹿

個人
(複 )

河 村 美 咲
古 城 朋 子
(徳 山 )

粕 谷 知 里

舟 腰 佳 織
(鶴 岡 )

村 上 真 希
山 本 智 子
(弓 削 商 船 )

山 下 奈 穂
山 崎 由 貴
(富 山 )

個人
(単 )

沖 堀 桐 子
(大 島 商 船 )

貞 安 美 奈
(大 島 商 船 )

三 浦 千 佳
(一 関 )

粕 谷 知 里

(鶴 岡 )

第

十

回

ウ百
↑E日

岡

男

子

団体 函  館 高  松 九

個人
(複 )

北 田 裕 也
小 川 直 人
(北 九 州 )

田 上 拓 弥
池 上 貴 英
(有 明 )

五 十 嵐 凌
佐 藤 一 誠
(鶴 岡 )

大 西 貴 博
大 越  聴
(函 館 )

個人
(単 )

岡 崎 雄 介
(有 明 )

武 川 浩 之
(有 明 )

宮 原 亮 太
(米 子 )

平 澤 優 一

(高 松 )

女

子

団 富 山 商 船 有  明 徳   山

個人
(複 )

河 村 美 咲
古 城 朋 子
(徳 山 )

小 川 梨 沙
小 川 紗 貴
(富 山 商 船 )

佐 野 友 美
米 山 沙 弥
(沼 津 )

舟 腰 佳 織
大 場 育 美
(鶴 岡 )

個人
(単 )

河 村 美 咲
(徳 山 )

山 口 祐 佳
(人 代 )

舟 腰 佳 織
(鶴 岡 )

米 山 沙 弥
(沼 津 )

第

十
四

回

鈴
鹿

男

子

団体 香川高専 (高 松キャンパス) 明 石 高 専 有 明 高 専 九

個人
(複 )

藤 山 貴 幸
瀬 島 史 也
(徳 山 )

宅 間 春 介
井 上 侑 也
(高 知 )

市 井 邦 彦
田 中 成 見
(石  り||)

五 十 嵐 凌
安 達 優 大

(鶴 岡 )

個人
(単 )

小 川 直 人
(北 九 州 )

宅 間 春 介
(高 知 )

中 村 隼
(徳  山 )

瀬 島 史 也
(徳 山 )

女

子

団 ク 富山高専 (射水キャンパス) 新 居 浜 高 専 熊本高専 (人 代キャンパス) 徳 L

個人
(複 )

古 城 朋 子
河 村 美 咲
(徳 山 )

小 川 梨 沙
小 川 紗 貴

(富山(射水キャンパス))

丹 下 梨 穂
飯 尾 奈 々

(新 居 浜 )

丹 治 啓 子
人 巻 里 紗

(仙台(名 取キャンパス))

個人
(単 )

河 村 美 咲
(徳  山 )

山 口 祐 佳
(熊本 (人代キャンパス ))

小 川 紗 貴
(富山 (射水キャンパス))

米 山 沙 弥
(沼  津 )

第

十
五

回

小

山

男

子

団体 徳 L 有 明 高 専 鶴 岡 高 専

個人
(複 )

小 川 直 人
ミ サ ン ダ
(北 九 州 )

藤 山 貴 幸
瀬 島 史 也
(徳 山 )

井 上 侑 也
宅 間 春 介
(高 知 )

北 見 稜 平
鈴 木 陵 斗
(函 館 )

個人
(単 )

小 川 直 人
(北 九 州 )

瀬 島 史 也
(徳 山 )

久 保 遵 幸
(釧 路 )

佐 藤 一 誠
(鶴 岡 )

女

子

団体 新 居 浜 高 専 富山高専 (射水キャンパス) 沼 ! 雪 高 専

個人
(複 )

河 村 美 咲
古 城 朋 子
(徳 山 )

丹 下 梨 穂
飯 尾 奈 々

(新 居 浜 )

堀 江 み づ き
橋 本 千 草
(新 居 浜 )

小 川 梨 沙
小 川 紗 貴

宮山高専(射 水キャンパス)

個人
(単 )

河 村 美 咲
( 徳 山 )

古 城 朋 子
徳 山( )

薄 葉 な つ み
(福 島 )

小 川 紗 貴
富山高専 (射水キャンパス)

第

十
ハ

回

米

子

男

子

団ク 徳 L 有 明 高 専 北 九 州 高 専 香川高専 (高 松キャンパス)

個人
(複 )

瀬 島 史 也

山 下 慶 将
(徳 山 )

小 川 直 人
ミ サ ン ダ
(北 九 州 )

宅 間 春 介
石 田 隼 斗
(高 知 )

藤 山 貴 幸
中 村 隼 一

(徳 山 )

個人
(単 )

小 川 直 人
(北 九 州 )

瀬 島 史 也

(徳 山 )

北 岡 真 一

(新 居 浜 )

久 保 遵 幸
(釧 路 )

女

子

団 ク 徳 山 高 専 富山高専 (射水キャンパス) 沼 津 高 専 新 歴・浜 高 専

個人
(複 )

河 村 美 咲
古 城 朋 子
(徳 山 )

飯 尾 奈 々

橋 本 千 草
(新 居 浜 )

佐 野 友 美
米 山 沙 弥
(沼 津 )

小 川 紗 貴
中 野 真

富山高専 (射水キャンパス)

個人
(単 )

河 村 美 咲
(徳 山 )

西
(

村 唯
)宇 音6

人 巻 里 紗
(仙台 (名 取キャンパス))

米 山 沙 弥
(沼  津 )
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(単 )
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仙台市体日夜間診療所
(夜間・土曜日午後 0日曜日・祝休日)

◆急患センター/若林区舟丁64-12 ■L022-266-6561

◆北部急患診療所/青葉区堤町1-1-2 ■L022-301-6611

◆仙台オープン病院/宮城野区鶴ケ谷5-22-1 ■L022-252-1111

◆仙台赤十字病院/太白区八木山本町2-43-3 ■L022-243-1111

◆東北労災病院/青葉区台原4-3-21 ■L022-275-1111

◆N丁丁東日本東北病院/若林区大和町2-29-1 ¬EL 022-236-5777

内 科 。小児科

平 「
¬

[] 19:15^だ翌7:○○

土曜日 14:45～翌7:○○

日曜日・祝休日

9:45～ 12:○○

13:15ヘノ17:○○

18:○○ヘノ翌里7:○○

タト 科

平 日 19:15′ ノヽ23:○○

土曜日 14:45′ ノヽ23:○○

日曜日・祝休日

9:45ヘノ12:○○

13:15ヘノ17:○○

18:○○′ヽノ23:○○

整形外科 。婦人科
日曜日・祝休日

9:45ヘノ12:○○

眼科・耳鼻 ]因 喉科 13:15ヘノ17:○○

内 科・小児科
。タト 科

平 日 19:15～23:○○

土曜日 14:45′ ノヽ23:○○

日曜日・祝休日

9:45ヘノ12:○○

13:15～ 17:○○

18:○○′ヽ′23:〇〇

内 科 。外 科
平 「

¬
[コ 18:○○～:翌8:○○

上 。日曜日、祝体日 8:○○～ :翌8:○○

外 科
火曜日 18:○○～ :翌8:○○

火曜日が祝休日の場合 8:○○～ :翌8:○○

内 科
水曜日 18:○○～ :翌8:○○

水曜日が祝休日の場合 8:○○～翌8:○○

外 科 。整形外科
木躍日 18:○○～翌8:○○

木曜日が祝休日の場合 8:○○～ :翌8:○○

内 科
木躍日 18:○○ヘノ翌8:○○

木曜日が祝休日の場合 8:○○～ :翌8:○○
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塩釜店/注文用電話番号 (o9o)7068‐ 3093定 休日/本店 :毎週木曜日 泉店 :毎週水曜日  営業時間/各店共10:00～ 19:00

イ

ハ
Ｖ

日本バ ドミントン専門店会推奨品

ホームページもこ利用ください一http: .rs-hirose.co.jp
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ミントンプレーヤーと共に創造するプロショップ!!ノヾド

信頼と実績でお届けします 」D摩遭プロック

1瑠

日本バドミントン専門店会加盟店
全国総店舗数97店舗、当加盟店はバドミントンに関して熟知している

プロのスタッフやアドバイザーが皆様のこ来店をお待ちしております。

個人の技術相談、地域の活性化から日本バドミントン界のレベルアップ

まで日本バドミントン専門店会はお手伝いさせて頂きます。

ご注文は最寄りの加盟店OWebショップで!! ′

Webショップで、こ注文

Eコ國コ四

′
ン
、ヽ

田Eコロロ ′

匹 四産

Eコ國コ■

携帯へURLをメールで送る

QRコードで簡単にアクセス

できます。

お電話でのご注文
お気軽に最寄りの加盟店迄、

お問し「 コ

倒歴回憂コロ■ C護フロ蒻■■

http:ノ/www.bad口lintOn口psu.oorn
上記にアクセスして頂きカタログ又はホームページから商品をお選びください。

日本バドミントン専門店 (株 )ネットショップでは常時、加盟店の協

アウトレット商品。廃盤品等のお買い得商品を掲載しております。

又、新製品の情報・販売も素早く対応しておりますので来店をお待ち

しております。

‥
ロ
ー

ロ
ー
ー

ノ

FAXで、こ注文

カタログ又はホームページから商品を選んで頂き

FAX専用発注書に必要事項をこ記入下さい。

い 。

最寄りの加盟店、又は日本バドミントン

専門店会Webショップ迄、FAXして下さい。

FAX番号

0774・ 32日 1041

□憂週口璽曰■

スボーツプラス

イトースポーツ

クラウン商会

Cコロ塁圏■■

ラケットショップササキ

プロシヨップアオモリ

ラケットハウス01SPO

ラケットショップ広瀬

ラケットショップ広瀬泉店

ラケットショップ広瀬

ラケットショップ山形

リトルビル

ラケットショップSWlNG TEL&FAX 029-824-0097

ラケットショップキャビン大宮店 TEL 048‐ 643‐ 5865 FAX.048‐

“

5‐ 2295

ラケットショップキャビン柏店 T[L04‐ 7166‐ 7756 FAX 04‐ 7164‐ 5489

ラケットハウスグリップ TEL&FAX 048-644-3115

ピークスポーツ千葉店 TEL&FAX.043-253-1103

ビークスポーツ錦糸店 TEL&FAX 03-3621-0255

ウエンブレー学芸大学本店 T[L03‐ 3716‐ 2626 FAX 03‐ 3719‐ 3377

ウエンプレー渋谷店 TEL03‐ 3409‐ 6622 FAX 03‐ 3498‐ 2829

ウエンブレー池袋店 TEL03‐ 5952‐ 7070 FAX 03‐ 5952‐ 6677

ウエンブレー秋葉原店 T[L03‐ 3258‐ 2626 FAX.03‐ 3258‐ 2255

千秋スポーツ

プロショップサイトウスポーツ TEL 025‐ 223‐ 1959 FAX.025-224¬ 282

ラケットシヨップロ山 TEL&FAX.076‐ 493‐2311

スポーツショップマツダ T[L076‐ 273‐ 2348 FAX,076‐ 273‐ 2356

フレンドスポーツ商会 T■ .077● 25‐ 3385 FAX.0776‐ 22‐2995

スポーツコバヤシ TEL0770‐ 22‐0204 FAX.0770‐ 22‐ 7355

マスタカスポーツ中込店 TEL 0267‐ 62Ю 707 FAX 0267‐ 63‐ 2169

マスタカスポーツ佐久平店 TEL 0267‐ 66‐ 7070 FAX 0267‐ 66‐ 7071

スポーツショップ日新 TEL 026‐ 245‐ 0272 FAX 026‐ 245‐ 2559

プロショップシャトル TEL&FAX.077‐568-0585

ラケットショッフイチムラ:え津 TEL&FAX.077‐521-1964

B―WAY太棄店 TEL075‐ 882‐2799 FAX.075‐ 882‐ 2988

B‐WAY宇治店 TEL0774‐ 21‐5850 FAX 0774‐ 21‐6087

B―WAY長岡京店 TEし 075‐951‐9955 FAX.075‐ 951‐ 9966

B―WAY桃山店 TEL.075‐ 604 2234 FAX.075‐ 604‐ 2244

8-WAY弁 天町店 TEL.06‐6599‐ 2000 FAX 06‐ 6599‐ 2001

ラケットショップイテムラ TEL075-341る 018 FAX075‐ 811‐ 1953

スポーツサンメイト ■L072‐286-6668 FAX 072‐ 286‐ 6667

ワンステップスポーツ TEL&FAX 0744-47-3395

イツキスポーツ TEL&FAX.088-654‐ 0353

ブレイヤーズクラブ TEL.087‐ 83S‐ 2033 FAX 087‐ 835‐2045

ラケットショップ八マナカ松山店 TEL 089‐ 933‐ 2366 FAX.089-932‐ 2241

ラケットショップ′ヽマナカ新居浜店 TEL&FAX.0897‐ 34-9191

スポーツショップフットワーク TEL 088‐ 832‐ 8939 FAX 088‐ 832‐8940

ラケットショップノナカ TEL OS2‐ 741‐ 3757 FAX.052-741‐ 3901

オノダスポーツ TEL 05“26‐ 3644 FAX 05“ ‐26‐0045

エバーラケット TEL&FAX,0596‐ 29‐ 0600

'(ド

ミントンショップ山田研究所 TEL.059‐ 361‐ 7720 FAX 059‐ 361‐ 7721

…

日

スポーツあいしん TEL.090‐ 3417‐ 2162FAX 092‐ 328‐ 3305

運 動 具 屋 TEL 093● 52‐011l FAX.093‐ 452‐0112

SSSスリーエス TEL&FAX 092‐671-1124

体育堂ラケットワークスWalWal TEL&FAX 096-326-8132

スポーツショップバード TEL&FAX.099‐226-8778

ラケットショッププロエース鹿児島本店 TEL&FAX 099-226-6362

うケットショッププロエース福猥店 TEL&FAX 092-852-7250

ラケットショッププロエース1長崎店 TEL&FAX 095-832‐8069

グリーンスポーツ TEL 0956‐ 31‐0373 FAX.0956‐ 31‐7288

片岡スポーツ TEL0957‐ 54‐ 3725 FAX.0957‐ 53‐6254

スポーツショッフコジヨジ TEL0954-20‐ 7191 FAX.0954‐ 20‐7192

愛銀Ч葛||
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携帯でも注文が出来ます
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TEL011‐ 271‐ 3855,AX 011‐ 290‐ 1668

TEL.0155‐ 23‐9193 FAX.0155‐ 23‐ 9194

T[LOI“・32・1788‖ 101“・34・8898

TEL 0143‐ 43-1006 FAX.0143‐ 454858

ウエンブレー藤沢店 TELO“ 6-26‐ 7272 FAX.046626‐7559

ウエンプレー横浜店 TEL 045‐ 317‐ 5959 FAX.045‐ 317-5958

ウエンブレー新首合ケ丘店 TEL.04‐ 965‐

“

1l FAX.044‐%54224

ミノヤスポーツ T[[.13・ 36∫ 2・ |∫ 0∫ FAX.03・ 3652・ 1506

RBTイ チムラ TEL03‐ 3“ 3・ 2963 FAX03‐ 5609‐ 2963

ラケットショップフジロ辮 店 TEL 042‐ 322‐ 5626 FAX 042‐ 324‐ 9555

ラケットシヨップフジ吉:特店 TEL 0422‐ 22‐8844 FAX 0422‐ 21‐

“

17

ラケットショップフジ所沢店 TEL&FAX 042-928-0288

ラケットショップフジ町田店 TEL 042‐ 723‐ 9555 FAX.042‐ 723‐ 8268

ラケットショップフジ′E子店 TEL&FAX 0426-23-5191

ラケットショップフジ川崎店 TEL O“ ‐541‐ 9555 FAX 044‐ 541‐ 9558

ラケットショップフジ静岡店 TEL&FAX 0559-29-9666

ラケットショップフジ川越店 TEL&FAX 049-223-7444

ラケットショップフジ立川店 TEL&FAX 042-527-9554

ラケットショップフジ赤羽店 TEL&FAX 03-3900-9554

ラケットショッフフジカ老名店 TEL&FAX 046-234-9444

ラケットショップフジ橋本店 TEL&FAX.042-700‐ 9554

ラケットショップフジ丼戸ケ0店 TEL.045‐ 325‐ 9551 FAX 045‐ 325‐ 9570

八ローダックスポーツ TEL 045‐ 711‐ 7988 FAX.045‐ 711‐ 7987

フアミリースポーツ足利店 TEL&FAX.0284‐ 72-7024

フアミリースポーツ太田店 TEL&FAX 0276-22-3822

フアミリースポーツ館林店 TEL&FAX 0276-75-0543

フアミリースポーツ小山店 TEL&FAX.0285‐ 25-5586

ラケットショップミッキー TEL.027‐ 243‐ 4267 FAX 027‐ 221-7660

ラケットショップRaToBa TEL.055‐ 287‐ 8988 FAX 055‐ 287‐8987

B―WAY甲 府店 T[L055‐ 288‐ 8283 FAX 055‐ 288‐ 8284

TEL.017845‐ 0028 FAX 0178● 5‐ 0180

T[L017‐ 777‐ 0239 FAX 017‐ 777‐ 0243

TEL.0197‐ 25‐8823 FAX 0197‐ 25‐8864

TEL022‐ 265‐ 0778 FAX.022‐ 262‐ 6103

TEL&FAX 022-375-2255

TEL 019‐ 638‐ 1161 FAX019‐637‐6170

T[L023‐ 643‐ 6238 FAX 023‐ 643‐6267

TEL 024‐ 93● 5642 FAX 024‐ 934‐57“

T[L018‐ 883‐ 1151 FAX018‐883‐ 1153

TEL0859-“ ‐5171 FAX.0859‐

“

‐

“

52

TEL.0859‐ 38‐5171 FAX.0859‐ 38‐4852

鷹 TEL 086‐ 254‐ 3419 FAX.086‐ 2543491

TEL&FAX.086-943-9002

TEL 082‐ 263‐ 3939 FAX 082‐ 262‐ 0790

T[L0833‐ 41-0273 FAX 0833‐ 44‐ 2256

TEL.082‐ 271‐ 721l FAX.082‐ 271‐ 0888

TEL 082‐ 256‐ 5567 FAX 082‐ 256‐ 5568

T[L082‐ 296‐ 5655 FAX 082‐ 296‐ 6665
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C国ロロロDアークセや -ヽ11/¥25,200(本体価格¥24,000)/日 本製

「ネオCSカ ーボンナノチューブ」がくわえ込み、
「ソニックメタル」で鋭く弾く。
ピンポイントで狙うカウンターレシーブ

インドネシアの英雄「タウフイック・ヒダヤット」彼のバックハンドから繰り出され

る多彩なレシープは、マシンのように正確で相手を翻弄する。その天オブレーヤーと

ヨネックスの16年の集大成が、ラケットになった。粘り強さを増した「ネオCSカ ーボン

ナノチューブ」を内側に、則性の高い「ソニックメタル」をフレーム外側に装着。

シャトルをしっかりくわえ込み、反発性能をさらに向上させている。ジョイント部には

新素材「T‐ アンカー」を採用し、ねじれを抑え、コントロールの精度を :1げ た。
「アークセイバー ll」 レシープを自在に操り、ゲームを支配したいプレーヤーヘ。

狙える勢の
″
言
Ｆ
Ｆ
Ｉ
Ｉ
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月 速くな
1■桁/名 超スピードスウィンゲ

■■■■■

N 上 F・: イ

新素材「ナノメトリック」が、かつてないハイスピードスウィングを実現。

ナノサイエンス新素材『ナノメトリック」が強さを引き出し、シャフトの体積を大きく減少。5Uを

超え、常識を超える新重量規格 rF」 を創り出し、ヨネックス史上最軽量平均73gの ラケット

「アークセイパーFB」 を誕生させた。約30km/hも速くなる八イスピードスウィングから、ミスの少

ない多彩なラケットワークでレシープする。どんなショットにも素早く反応し、チャンスを逃さず―

歩前で叩く。「軽い」だけではない「速さ」も兼ね備え、アークセイパーは未知の次元へとワープした。

※ヨネックス(株)調べ/中止級者のスウィングスピードを測定/従来ラケット:200km/h、 ARC― FB:230km/h

∠ZREEE∠蒻EE買 抒澤脅菫TII
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*ナノメトリックは、東レ(株 )の ナノアロイ.,テ クノロジーを応用した新素材です。
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公開中 !!

www.yonex.coJp
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